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．第１章 計画の目的と位置づけ  

１．計画の目的 

生活安全に関する意識の高揚を図り、地域における犯罪を防止するため、区民、事業

者、土地所有者等、関係団体、警察・消防などの関係機関及び区が、相互に連携した活

動を行うことで、区民が安全で安心して生活することができる“まち”にすることです。 

２．計画の対象 

空き巣などの侵入窃盗、ひったくり、子どもを狙った犯罪、振り込め詐欺、放火、万

引きなど、住宅や公共空間で起きている、区民の身近で発生するおそれのある犯罪を対

象とします。 

※防災・交通安全等については、他の条例、計画等により体系化され、推進が図られ

ているため、対象から除外します。

３．計画の性格 

○ 「東京都北区生活安全条例」第１条に定める「安心して生活することができるま

ちづくり」を実現するために策定するものです。 

○ 区の最上位計画である「北区基本構想」を基本とし、１０か年の長期総合計画であ

る北区基本計画や３か年の総合実施計画である北区中期計画を踏まえた、地域の生活

安全にかかる個別分野の計画として位置づけられるものです。 

４．計画の期間 

北区生活安全推進プラン（以

下「プラン」という。）の期間は、

北区基本計画及び北区中期計画

との整合性を図るため、令和２

年度から令和１１年度までの 

１０か年とし、「北区基本計画」

にあわせ改定していきます。 

また、社会情勢の変化などを

踏まえ、必要に応じて、柔軟か

つ適切に見直しを行うこととし

ます。 
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．第２章 生活安全に関する現状  

１．人口の推移や世帯数 

（１）人口の推移 

区の人口は平成２５年より増加傾向で推移しており、平成３１年１月１日現在で３５

万人を超えています。年齢層別の人口の割合は、０歳から１４歳までの年少人口が約 

１０．３％となっており、６５歳以上の高齢者人口が約２４．９％となっています。 

平成２９年以降、高齢者人口がほぼ横ばいに推移している一方、年少人口が平成３１

年には前年に比べ８５５人増加しています。 

北区の人口推移  （単位：人） 

年 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 平成 31 年 

総人口 334,723 338,084 341,252 345,149 348,030 351,976 

０～１４歳 33,202 34,017 34,391 35,079 35,531 36,386 

１５～６４歳 217,608 218,182 219,673 222,309 224,517 227,830 

６５歳以上 83,913 85,885 87,188 87,761 87,982 87,760 

高齢化率 25.1% 25.4% 25.5% 25.4% 25.3% 24.9% 

出典：「人口統計表（各年１月 1 日現在、外国人人口含む） 」より 

33,202 34,017 34,391 35,079 35,531 36,386 

217,608 218,182 219,673 222,309 224,517 227,830 

83,913 85,885 87,188 87,761 87,982 87,760 

334,723 338,084 341,252 345,149 348,030 351,976

0～14歳 0～14歳 15～64歳 15～64歳 65歳以上 65歳以上

平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 平成 31 年 

（２）世帯数 

世帯数については、平成２７年国勢調査によると約１７万８千世帯と前回調査（平成

２２年）より約６千世帯増加しています。そのうち単独世帯は約９万世帯と約半数を占

めており、中でも総世帯数に占める６５歳以上の単独世帯の割合が１５％と特別区で最

も高くなっています。 

世帯数の内訳 

区 分 世 帯 数 
総世帯数に 

対する割合 

総世帯数 178,177 世帯 - 

単独世帯数 90,061 世帯 50.5% 

６５歳以上 26,724 世帯 15.0% 

７５歳以上 14,004 世帯 7.9% 

（出典：「平成２７年国勢調査」より作成） 

６５歳以上の単独世帯の割合上位５区 

順位 区 世 帯 数 
65 歳以上の 
単独世帯数 

世帯数の中で 65 歳 
以上単独世帯の割合 

１ 北 区 178,177 世帯 26,724 世帯 15.0% 

２ 杉並区 311,814 世帯 44,106 世帯 14.1% 

３ 足立区 310,434 世帯 43,501 世帯 14.0% 

４ 台東区 109,302 世帯 15,065 世帯 13.8% 

４ 板橋区 291,149 世帯 40,127 世帯 13.8% 

（出典：「平成２７年国勢調査」より作成） 
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２．区内の犯罪発生の傾向 

区内の刑法犯認知件数は、平成３０年には２，７９７件となっており、本プラン策定

以降、全体としては減少していますが「空き巣」や「自転車窃盗」などの身近な犯罪が

多く発生しています。 

また、特殊詐欺については、平成２７年には一旦減少しましたが、平成２９年は 

１２５件、平成３０年には１３５件と大幅に増加しています。 
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４．これまでの主な取り組み 

区は、区民一人ひとりの防犯意識を高め、関係機関が連携を図るため、平成１５年「東

京都北区生活安全条例」を制定、平成１６年４月１日より施行しました。本条例の目的

を達成するため、「東京都北区生活安全推進協議会」を設置し、区内の関係機関や団体

の代表者により、様々な取り組みに関する協議を行っています。 

また、協議会での検討をふまえ、誰もが安全で安心して生活することのできる地域環

境を整備するため、区民、事業者及び関係機関が連携した活動を行う「北区安全・安心

ネットワーク」を発足しました。 

一方、同条例の円滑な推進や、大規模な事件・事故等に即応できる体制づくりのため、

専管組織を設置して推進しています。 

さらに、区民との協働のもとに誰もが安全で安心して暮らせる、快適な社会を創出す

るとともに、これらの新たな課題に対して適切かつ迅速に対応するため、副区長を本部

長として教育長及び各部長を本部員とする『「安全・安心」・快適戦略推進本部』を設置

して、全庁的な推進を図っています。 

平成１９年には 24 時間３６５日巡回パトロールを行う、地域安全安心パトロールを

開始するとともに、北区生活安全条例の実現のため本プランを策定し、平成２７年２月

に改定を行っております。 

平成２８年には、２０２０年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を

見据え、国際テロ等の未然防止対策や治安対策など安全・安心なまちづくりの強化を目

的として、「東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会を見据えた安全・安

心なまちづくりに関する覚書」を締結し、取り組んでいます。平成２９年には、空き家・

空き室に対する不審者発見の際の通報などを盛り込み、地域ぐるみで安全・安心なまち

づくりを実現していく、「北区ながら見守り活動に関する協定」を締結しました。 
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区の生活安全への取り組み経緯 

年  月  日 事    項 

平成１５年４月１日 警視庁からの派遣警察官（係長級）の受入れ 

平成１６年４月１日 

東京都北区生活安全条例の施行 

総務部副参事（危機管理組織準備担当）設置 

平成１６年５月１３日 北区生活安全推進協議会の設置 

平成１７年３月２６日 北区安全・安心ネットワーク発足 

平成１７年４月１日 

危機管理室長及び同室長付危機管理課設置 

「安全・安心」・快適戦略推進本部設置 

平成１９年４月１日 

危機管理室危機管理課に組織変更 

北区安全・安心パトロール隊発足 

平成１９年８月１日 北区生活安全推進プラン策定 

平成２４年１０月１日 北区暴力団排除条例施行 

平成２４年１０月１２日 安全で安心なまちづくりに関する覚書締結 

平成２７年２月 北区生活安全推進プラン改定 

平成２７年９月１７日 危険ドラッグ等に関する覚書締結 

平成２８年１１月２８日 
東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会を見据えた安全・安心な 

まちづくりに関する覚書締結 

平成２９年４月１日 警視庁からの派遣警察官の受入れを係長級から課長級へ変更 

平成２９年１０月１８日 北区ながら見守り活動に関する協定締結 

平成３０年１２月１９日 北区サイバーセキュリティに関する協定締結 

区は、警察の有する専門的な情報やネットワークを活用するため、以下のよう
な⽅法で連携を深め、⽣活安全活動に関する情報・⼈事交流等を⾏っています。 
１ 連絡会議の設置 

区内３警察署と区の危機管理課の定期的 
な連絡会議を設置し、⽣活安全について情 
報交換を⾏っています。これにより、警察 
・⾏政の双⽅の⽅針、役割等を確認し、連
携を密にして、安全・安心なまちづくりに
取り組みます。
２ 現職警察官の区への派遣

警視庁からの派遣を受け⼊れることにより、区と警察の相互理解や連携が強化
され、警察の持つ専門的知識を活用することで、より効果的で円滑な事業運営に
取り組みます。 
３ 退職警察官の活用 

退職警察官を会計年度任用職員として、危機管理室に配置し、「⼦ども防犯教
室」や「不審者対応訓練」、「⾼齢者向け防犯出前講座」等の講師として派遣する 

ことにより、警察の持つ防犯のノウハウを活 
かした活動を推進しています。 
４ その他 

区内３警察署の情報提供に基づく犯罪情 
報の発信（「メールけいしちょう」「区⺠情報 
メール」）、小中学校で実施する防犯や交通等 
に関する教室への警察署員の講師派遣、 

区の各種会議やイベント、キャンペーンへの所轄警察署の参加、 
区職員・所轄警察署担当者の⽇常的な交流等を実施しています。 

区と警察との連携について コラム 2 
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５．国や東京都の生活安全に関する主な取り組み 

（１）国の取り組み 

政府は、平成１４年に刑法犯認知件数が戦後最多の約２８５万件を記録するなど、治

安情勢が危険水域に達し、国民が強い不安感を抱くようになったことを背景に、政府全

体として犯罪対策を進めることの重要性が認識されました。「世界一安全な国、日本」

の復活を目指し、平成１５年１２月、「犯罪に強い社会の実現のための行動計画」を策

定し、国民、地方公共団体、民間事業者等の協力を得つつ、同計画に基づく施策を着実

に推進しました。 

また、平成２０年１２月には、「犯罪に強い社会の実現のための行動計画２００８」

を策定し、犯罪情勢に即して各種の施策を講じ、社会全体を犯罪に対して強いものにす

るための総合的な対策を推進しました。 

さらに、２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を視野に入れ、

地域の絆や連帯の再生・強化を図るとともに、新たな治安上の脅威への対策を含め、官

民一体となった的確な犯罪対策により良好な治安を確保することで、国民が安全で安心

して暮らせる国であることを実感できることを目指す「「世界一安全な日本」創造戦略」

を平成２５年１２月に策定し、継続して取り組んでいます。 

（２）東京都の取り組み 

東京都は、急激な治安の悪化とともに都民の安全に対する不安感が増大したため、平

成１５年７月に「東京都安全安心まちづくり条例」を制定するとともに、同年１０月「東

京都安全・安心まちづくり協議会」を設立し、区市町村、事業者及び地域団体等と協働

して自主的な犯罪防止活動や犯罪防止に配慮した環境整備を促進してきました。 

平成１７年８月には「治安の維持こそ最大の都民福祉」を目的として、「東京都青少

年・治安対策本部（現・東京都都民安全推進本部）」を設置して総合的かつ効果的な対

策を実施してきました。 

また、平成２７年１月には、東京の治安の現状等を分析した上で、都民の不安感の解

消にも目を向け、今後１０年の取り組みの方向性を示した「安全安心 TOKYO 戦略」

を策定しました。本戦略により、振り込め詐欺や通学路の安全確保などの喫緊の課題に

対応するとともに、地域の取組に重点を置き、行政、警察、地域、企業等の総力を結集

して、誰もが安全安心を実感できる社会の実現に向けて取り組んでいます。 

東京都安全・安心まちづくり 

マスコット「みまもりぃぬ」 

．第３章 プラン改定の背景と基本的な考え方 

１．プラン改定の背景 

本プランで取り組んできた様々な施策は、刑法犯認知件数の大幅な減少など、一定

の効果を得てきていますが、平成 30 年北区民意識・意向調査において、安全・安心

に関して不安を感じている区民が３割を超えており、中でも「振り込め詐欺や侵入盗

などの犯罪」、「子どもの安全」に高い数値が示されていることから、居住地域での体

感治安や犯罪に遭遇する不安感については、十分に解消され改善している状況には至

っていないといえます。 

区内の刑法犯認知件数は、ピークにあった平成 12 年から、大幅に減少しています

が、空き巣や自転車盗など、区民生活の身近な場所での犯罪が多く発生しているほ

か、高齢者を狙った「特殊詐欺」の被害が平成２８年以降年々増加していることに加

え、各地で起きている子どもに対する凶悪事件や虐待事案、区内での不審な声掛け事

案の発生等が、区民の不安を高める要因と考えます。 

また、区の人口は、平成３０年５月に約２５年ぶりに３５万人を超えましたが、高

齢者人口が引き続き増加しており、平成２７年国勢調査によると、世帯総数の中に占

める６５歳以上の単独世帯の割合が特別区で最も高い状況です。 

これらの要因を踏まえ、区民の安全・安心を確保するためには、区における人口の

推移や犯罪情勢の変化に即した、より一層の犯罪抑止に向けた取組みが必要です。 
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２．取り組みの視点 

区内の生活安全の推進にあたっては、これまでも区民、関係団体や事業者などが一

体となって積極的に取り組んできたところです。 

今後、より一層安全で安心なまちにしていくためには、まずは『自分のことは自分

で守る、自分たちのまちは自分たちで守る』という自主防犯意識を持ち、その上で、

共通の目的と目標を持って取り組んでいくことや、より多くの区民へ活動の輪を広げ

ていくことなどが重要です。そこで、次の４つの視点を踏まえて取り組んでいくこと

とします。 

視点１ 一人ひとりが自主的に取り組む 

子どもを含め、区民一人ひとりが危険を回避する意識と

知識を持ち、必要な行動をとるとともに、地域の生活安全

に関して自主的に取り組みます。 

視点２ 互いに協力して地域ぐるみで取り組む 

区民、関係団体、事業者及び警察・区の連携体制を強化

し、地域の防犯情報を共有しつつ、相互協力を図りなが

ら、地域ぐるみで取り組みます。 

視点３ 無理なく継続して取り組む 

既に取り組んでいる活動を継続・発展させることを基本

としつつ、多様な工夫を凝らして参加の輪を広げ、無理な

く継続して取り組みます。 

視点４ 幅広い視野にたって取り組む 

日頃から快適で活力あるまちをつくることが、防犯にも

効果があるという観点から、防災やまちづくりなどを含

め、幅広い視野にたって取り組みます。 

３．重点課題 

プラン改定の背景をふまえ、今回の改定では次の３つの重点課題を設定しました。 

刑法犯認知件数は減少しているものの、空き巣や 

自転車盗など、区民生活の身近な場所での犯罪が、 

区民の不安を高める要因となっています。地域の体 

感治安の向上を図り、犯罪に遭遇する不安感を解消 

するため、区民一人ひとりの防犯意識・知識を深 

め、地域全体の防犯力を高める必要があります。 

子どもへの暴行、傷害などの犯罪のほか、不審な声 

掛けなど犯罪の前兆とも捉えられる事案が発生してい 

ます。子どもを犯罪から守るために、子ども自身が犯 

罪から自分の身を守るための知識や技能等を習得する 

ための環境づくりと、地域における子どもの見守り活 

動の充実を図る必要があります。 

振り込め詐欺や還付金詐欺などの特殊詐欺や悪質商 

法など、高齢者を狙った悪質な犯罪が発生しています。 

高齢者を犯罪から守るため、防止対策に取り組むとと 

もに、適切な情報提供や身近な場所での相談体制など 

の充実を図る必要があります。 

◎ 高齢者の安全・安心

◎ 子どもの見守り

◎ 区民生活の身近な場所での犯罪を抑止 ～体感治安の向上～
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５．基本理念の実現

今回の改定では、４つの「取り組みの視点」から、３つの「重点課題」に対し、５

つの「取り組みの方向」により、『基本理念』の実現を目指します。具体的な取り組み

については、「事業計画」によりプランを推進します。

６．重点期間の設定

令和２年度から令和４年度までの３年間を重点期間に設定し、重点的に実施すべき

事業計画を選択し集中して取り組むことにより、プランの着実な進捗を図ります。
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７．体系図
基本理念 取り組みの方向性 事業計画 ★：新規事業

１　防犯啓発活動の推進

★ Ⅰ - 1 -（1） 「北区安全・安心の日」の制定 ［重点事業］

Ⅰ - 1 -（2） 北区地域安全のつどいの開催

Ⅰ - 1 -（3） 防犯出前講座の実施

Ⅰ - 1 -（4） 防犯キャンペーン活動

Ⅰ - 1 -（5） 防犯グッズの配布

Ⅰ - 1 -（6） 特殊詐欺対策の実施 ［拡充事業］

Ⅰ - 1 -（7） 広告掲示物等による啓発活動の実施 ［拡充事業］

２　防犯に関する情報の提供

Ⅰ - 2 -（1） 北区ニュースによる情報提供

Ⅰ - 2 -（2） ホームページを活用した情報提供

Ⅰ - 2 -（3） 北区区民情報メールによる情報提供 ［拡充事業］

Ⅰ - 2 -（4） 車両広報による情報提供

Ⅰ - 2 -（5） テレビを活用した情報提供

Ⅰ - 2 -（6） 各種会議における情報提供 ［拡充事業］

３　犯罪発生時における迅速な情報の提供

Ⅰ - ３ -（1） 不審者情報の提供

Ⅰ - ３ -（2） （再掲）ホームページを活用した情報提供

Ⅰ - ３ -（3） （再掲）北区区民情報メールの情報提供 ［拡充事業］

Ⅰ - ３ -（4） （再掲）車両広報による情報提供

★ Ⅰ - 3 - （5） 無線による情報提供

１　防犯パトロール活動の推進

Ⅱ - 1 -（1） 地域安全・安心パトロール事業の実施

Ⅱ - 1 -（2） 資源持ち去り防止パトロールの実施

２　防犯パトロール活動等への支援

Ⅱ - ２ -（１） 北区安全・安心ネットワーク加入団体への活動支援

Ⅱ - ２ -（２） パトロールマニュアルの配布

Ⅱ - ２ -（３） パトロール向上のための研修の実施

Ⅱ - ２ -（４） 防犯リーダー研修会の実施

Ⅱ - ２ -（5） 合同パトロールの開催への支援

Ⅱ - ２ -（6） 歳末防犯・防火パトロールへの実施

Ⅱ - ２ -（7） 祭礼時等の合同パトロールへの実施

３　防犯設備の整備に対する支援

Ⅱ - ３ -（１） 防犯カメラ設置に対する補助

Ⅱ - ３ -（２） 防犯カメラ運営に対する補助

１　施設等の安全対策の推進

Ⅲ - 1 -（1） 防犯カメラの設置

Ⅲ - 1 -（2） 駐車場・駐輪場管理運営の安全対策の実施

Ⅲ - 1 -（3） 共同住宅等の犯罪防止に関する事前協議

２　公園、道路の安全対策の推進

Ⅲ - 2 -（1） 公園の安全対策の実施

Ⅲ - 2 -（2） 道路の安全対策の実施

Ⅲ - 2 -（3） 公園等への防犯カメラ設置

３　地域環境の整備

Ⅲ - ３ -（1） 私道防犯灯への支援

Ⅲ - ３ -（2） 防犯環境改善対策の実施
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取り組みの方向性 事業計画

１　子どもに対する防犯学習の推進

Ⅳ - 1 -（1） 子ども防犯教室の実施 ［拡充事業］

Ⅳ - 1 -（2） セーフティ教室の開催

Ⅳ - 1 -（3） 地域安全マップの作成

Ⅳ - 1 -（4） 子ども安全手帳の配付

Ⅳ - 1 -（5） 夕焼けチャイムの放送

２　学校等における安全対策の推進

Ⅳ - 2 -（1） 不審者対応訓練の実施

Ⅳ - 2 -（2） オートロック付き門扉の設置

Ⅳ - 2 -（3） 学校周辺の防犯カメラの整備

Ⅳ - 2 -（4） 保育園への防犯カメラの設置

Ⅳ - 2 -（5） モニター付きインターホンの設置

Ⅳ - 2 -（6） 非常通報装置「学校110番」の設置

Ⅳ - 2 -（7） 防犯資機材の配備

Ⅳ - 2 -（8） 保育園への防犯ブザー等の配備

Ⅳ - 2 -（9） 放課後子ども総合プランの推進

Ⅳ - 2 -（10）防犯啓発プレートの設置

Ⅳ - 2 -（11）不審者対応マニュアルの作成・活用

３　通学路等の安全対策の推進

★ Ⅳ - ３ -（1） 警察官による立ち寄り警戒の実施 ［重点事業］

Ⅳ - ３ -（2） 子ども安全ボランティア登録制度の推進

Ⅳ - ３ -（3） 子ども110番事業への支援

Ⅳ - ３ -（4） 通学路の安全点検の実施

Ⅳ - ３ -（5） 遊具点検の実施

Ⅳ - ３ -（６） 小学生への防犯ブザーの配付

４　子どもの安全のための連携の推進

Ⅳ - 4 -（1） 北区サポートチーム協議会の設置・運営

Ⅳ - 4 -（2） 合同連絡会議の開催

Ⅳ - 4 -（3） 愛の一声運動の実施

Ⅳ - 4 -（4） 子ども見守りネットワークの活用

Ⅳ - 4 -（5） 地域ふれあいパトロールの実施

１　地域安全活動への参加促進

Ⅴ - 1 -（1） 北区安全・安心ネットワーク加入団体の募集

Ⅴ - 1 -（2） 北区安全・安心情報メール登録者の募集

★ Ⅴ - 1 -（3） 防犯（学生）パトロールの加入促進 ［重点事業］

Ⅴ - 1 -（4） （再掲）ホームページを活用した情報提供

２　地域における防犯ネットワークの推進

Ⅴ - 2 -（1） 各小学校における子ども安全対策協議会の設置

Ⅴ - 2 -（2） おたがいさまネットワーク等を活用した見守り体制の充実

Ⅴ - 2 -（3） 高齢者虐待防止センターの運営

Ⅴ - 2 -（4） 障害者虐待防止センターの運営

Ⅴ - 2 -（5） 児童虐待未然防止事業の実施

Ⅴ - 2 -（6） 配偶者暴力相談支援センターの運営

３　区民等と区の協働の推進

Ⅴ - ３ -（1） 東京都北区生活安全推進協議会の開催

Ⅴ - ３ -（2） 北区生活安全推進協議会連絡委員会の開催

Ⅴ - ３ -（3） 東京都北区「安全・安心」・快適戦略推進本部の開催

Ⅴ - ３ -（4） 暴力団排除にむけたしくみづくりの推進

Ⅴ - ３ -（5）

Ⅴ - ３ -（6） 北区ながら見守り活動の推進 ［拡充事業］

Ⅴ - ３ -（7） 中小企業のサイバーセキュリティ対策の推進

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会を見据えた安全・安心なまちづくりに
関する協議の推進
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７．体系図
基本理念 取り組みの方向性 事業計画 ★：新規事業

１　防犯啓発活動の推進

★ Ⅰ - 1 -（1） 「北区安全・安心の日」の制定 ［重点事業］

Ⅰ - 1 -（2） 北区地域安全のつどいの開催

Ⅰ - 1 -（3） 防犯出前講座の実施

Ⅰ - 1 -（4） 防犯キャンペーン活動

Ⅰ - 1 -（5） 防犯グッズの配布

Ⅰ - 1 -（6） 特殊詐欺対策の実施 ［拡充事業］

Ⅰ - 1 -（7） 広告掲示物等による啓発活動の実施 ［拡充事業］

２　防犯に関する情報の提供

Ⅰ - 2 -（1） 北区ニュースによる情報提供

Ⅰ - 2 -（2） ホームページを活用した情報提供

Ⅰ - 2 -（3） 北区区民情報メールによる情報提供 ［拡充事業］

Ⅰ - 2 -（4） 車両広報による情報提供

Ⅰ - 2 -（5） テレビを活用した情報提供

Ⅰ - 2 -（6） 各種会議における情報提供 ［拡充事業］

３　犯罪発生時における迅速な情報の提供

Ⅰ - ３ -（1） 不審者情報の提供

Ⅰ - ３ -（2） （再掲）ホームページを活用した情報提供

Ⅰ - ３ -（3） （再掲）北区区民情報メールの情報提供 ［拡充事業］

Ⅰ - ３ -（4） （再掲）車両広報による情報提供

★ Ⅰ - 3 - （5） 無線による情報提供

１　防犯パトロール活動の推進

Ⅱ - 1 -（1） 地域安全・安心パトロール事業の実施

Ⅱ - 1 -（2） 資源持ち去り防止パトロールの実施

２　防犯パトロール活動等への支援

Ⅱ - ２ -（１） 北区安全・安心ネットワーク加入団体への活動支援

Ⅱ - ２ -（２） パトロールマニュアルの配布

Ⅱ - ２ -（３） パトロール向上のための研修の実施

Ⅱ - ２ -（４） 防犯リーダー研修会の実施

Ⅱ - ２ -（5） 合同パトロールの開催への支援

Ⅱ - ２ -（6） 歳末防犯・防火パトロールへの実施

Ⅱ - ２ -（7） 祭礼時等の合同パトロールへの実施

３　防犯設備の整備に対する支援

Ⅱ - ３ -（１） 防犯カメラ設置に対する補助

Ⅱ - ３ -（２） 防犯カメラ運営に対する補助

１　施設等の安全対策の推進

Ⅲ - 1 -（1） 防犯カメラの設置

Ⅲ - 1 -（2） 駐車場・駐輪場管理運営の安全対策の実施

Ⅲ - 1 -（3） 共同住宅等の犯罪防止に関する事前協議

２　公園、道路の安全対策の推進

Ⅲ - 2 -（1） 公園の安全対策の実施

Ⅲ - 2 -（2） 道路の安全対策の実施

Ⅲ - 2 -（3） 公園等への防犯カメラ設置

３　地域環境の整備

Ⅲ - ３ -（1） 私道防犯灯への支援

Ⅲ - ３ -（2） 防犯環境改善対策の実施
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Ⅰ
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取り組みの方向性 事業計画

１　子どもに対する防犯学習の推進

Ⅳ - 1 -（1） 子ども防犯教室の実施 ［拡充事業］

Ⅳ - 1 -（2） セーフティ教室の開催

Ⅳ - 1 -（3） 地域安全マップの作成

Ⅳ - 1 -（4） 子ども安全手帳の配付

Ⅳ - 1 -（5） 夕焼けチャイムの放送

２　学校等における安全対策の推進

Ⅳ - 2 -（1） 不審者対応訓練の実施

Ⅳ - 2 -（2） オートロック付き門扉の設置

Ⅳ - 2 -（3） 学校周辺の防犯カメラの整備

Ⅳ - 2 -（4） 保育園への防犯カメラの設置

Ⅳ - 2 -（5） モニター付きインターホンの設置

Ⅳ - 2 -（6） 非常通報装置「学校110番」の設置

Ⅳ - 2 -（7） 防犯資機材の配備

Ⅳ - 2 -（8） 保育園への防犯ブザー等の配備

Ⅳ - 2 -（9） 放課後子ども総合プランの推進

Ⅳ - 2 -（10）防犯啓発プレートの設置

Ⅳ - 2 -（11）不審者対応マニュアルの作成・活用

３　通学路等の安全対策の推進

★ Ⅳ - ３ -（1） 警察官による立ち寄り警戒の実施 ［重点事業］

Ⅳ - ３ -（2） 子ども安全ボランティア登録制度の推進

Ⅳ - ３ -（3） 子ども110番事業への支援

Ⅳ - ３ -（4） 通学路の安全点検の実施

Ⅳ - ３ -（5） 遊具点検の実施

Ⅳ - ３ -（６） 小学生への防犯ブザーの配付

４　子どもの安全のための連携の推進

Ⅳ - 4 -（1） 北区サポートチーム協議会の設置・運営

Ⅳ - 4 -（2） 合同連絡会議の開催

Ⅳ - 4 -（3） 愛の一声運動の実施

Ⅳ - 4 -（4） 子ども見守りネットワークの活用

Ⅳ - 4 -（5） 地域ふれあいパトロールの実施

１　地域安全活動への参加促進

Ⅴ - 1 -（1） 北区安全・安心ネットワーク加入団体の募集

Ⅴ - 1 -（2） 北区安全・安心情報メール登録者の募集

★ Ⅴ - 1 -（3） 防犯（学生）パトロールの加入促進 ［重点事業］

Ⅴ - 1 -（4） （再掲）ホームページを活用した情報提供

２　地域における防犯ネットワークの推進

Ⅴ - 2 -（1） 各小学校における子ども安全対策協議会の設置

Ⅴ - 2 -（2） おたがいさまネットワーク等を活用した見守り体制の充実

Ⅴ - 2 -（3） 高齢者虐待防止センターの運営

Ⅴ - 2 -（4） 障害者虐待防止センターの運営

Ⅴ - 2 -（5） 児童虐待未然防止事業の実施

Ⅴ - 2 -（6） 配偶者暴力相談支援センターの運営

３　区民等と区の協働の推進

Ⅴ - ３ -（1） 東京都北区生活安全推進協議会の開催

Ⅴ - ３ -（2） 北区生活安全推進協議会連絡委員会の開催

Ⅴ - ３ -（3） 東京都北区「安全・安心」・快適戦略推進本部の開催

Ⅴ - ３ -（4） 暴力団排除にむけたしくみづくりの推進

Ⅴ - ３ -（5）

Ⅴ - ３ -（6） 北区ながら見守り活動の推進 ［拡充事業］

Ⅴ - ３ -（7） 中小企業のサイバーセキュリティ対策の推進

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会を見据えた安全・安心なまちづくりに
関する協議の推進
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８．取り組みの方向性と事業計画

Ⅰ　防犯意識の向上

　　１　防犯啓発活動の推進

：重点・拡充事業

★：新規事業

★ Ⅰ - １ -（１） 「北区安全・安心の日」の制定

所  管  課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、警察、区民

【概　要】 区民の防犯意識の醸成を図るため、毎月２０日を「北区安全・
安心の日」と定め、区をはじめ関係諸団体とも連携を図り、各
種キャンペーン等を実施する。

母さん助けて詐欺撲滅キャンペーンの様子

安全で安心して暮らせるまちを実現するためには、区民一人ひとりが、犯罪

に対する予防法や被害にあった際の対処法など、防犯に関する知識や意識を持

つことが必要です。中でも、高齢者は振り込め詐欺など犯罪の対象となりやす

いため、特に防犯意識の向上を図ることが必要です。

そこで、区民等を対象として、多様な機会と手法を用いて、防犯に関する知

識の普及や啓発活動を推進します。

空き巣やひったくりなどの犯罪を防ぐためには、最新の犯罪の手口や対処

法などの防犯に関する知識を有し、そして、それを活かしていくことが重要

です。

そこで、必要な防犯に関する知識を得るために、講習会などの機会を設け、

防犯意識の向上に努めます。

Ⅰ - １ -（２） 北区地域安全のつどいの開催

所  管  課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、警察、区民

【概　要】 区民の防犯意識の醸成とともに全国地域安全運動週間の周知を
図るため、区をはじめ関係諸団体とも連携を図り、同期間内に
生活安全をテーマとしたイベントを開催する。

Ⅰ - １ -（３） 防犯出前講座の実施

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、警察

【概　要】 区民が身近な犯罪の被害に遭わないようにするため、防犯推進
員（危機管理課所属の警察ＯＢの非常勤職員のこと）を中心に
警察等と連携・協力し、地域に出向き、防犯に関する講座を実
施する。

式典の様子

出前講座の様子



19

８．取り組みの方向性と事業計画

Ⅰ　防犯意識の向上

　　１　防犯啓発活動の推進

：重点・拡充事業

★：新規事業

★ Ⅰ - １ -（１） 「北区安全・安心の日」の制定

所  管  課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、警察、区民

【概　要】 区民の防犯意識の醸成を図るため、毎月２０日を「北区安全・
安心の日」と定め、区をはじめ関係諸団体とも連携を図り、各
種キャンペーン等を実施する。

母さん助けて詐欺撲滅キャンペーンの様子

安全で安心して暮らせるまちを実現するためには、区民一人ひとりが、犯罪

に対する予防法や被害にあった際の対処法など、防犯に関する知識や意識を持

つことが必要です。中でも、高齢者は振り込め詐欺など犯罪の対象となりやす

いため、特に防犯意識の向上を図ることが必要です。

そこで、区民等を対象として、多様な機会と手法を用いて、防犯に関する知

識の普及や啓発活動を推進します。

空き巣やひったくりなどの犯罪を防ぐためには、最新の犯罪の手口や対処

法などの防犯に関する知識を有し、そして、それを活かしていくことが重要

です。

そこで、必要な防犯に関する知識を得るために、講習会などの機会を設け、

防犯意識の向上に努めます。

Ⅰ - １ -（２） 北区地域安全のつどいの開催

所  管  課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、警察、区民

【概　要】 区民の防犯意識の醸成とともに全国地域安全運動週間の周知を
図るため、区をはじめ関係諸団体とも連携を図り、同期間内に
生活安全をテーマとしたイベントを開催する。

Ⅰ - １ -（３） 防犯出前講座の実施

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、警察

【概　要】 区民が身近な犯罪の被害に遭わないようにするため、防犯推進
員（危機管理課所属の警察ＯＢの非常勤職員のこと）を中心に
警察等と連携・協力し、地域に出向き、防犯に関する講座を実
施する。

式典の様子

出前講座の様子
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Ⅰ - １ -（４） 防犯キャンペーン活動

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、警察

【概　要】 警察と連携し、振り込め詐欺やひったくりによる被害防止のた
めの防犯キャンペーン活動や防犯啓発活動を実施する。

Ⅰ - １ -（５） 防犯啓発グッズの配布

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、警察

【概　要】 防犯啓発や不審者対策を図るため、犯罪被害防止ステッカー等
の防犯啓発グッズを作製し、各種キャンペーンなどの機会を活
用して配布する。

Ⅰ - １ -（６） 特殊詐欺対策の実施

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、警察

【概　要】 オレオレ詐欺等の特殊詐欺からの被害を防止するため、６５歳
以上の高齢者が居住する世帯を対象として、自動通話録音機を
無料貸与するなど必要な対策を講じていく。

Ⅰ - １ -（７） 広告掲示物等による啓発活動の実施

所管課：危機管理課、施設管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 特殊詐欺等の被害防止を図るため、広告掲示物等による注意喚
起を実施する。

自動通話録音機
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Ⅰ - １ -（４） 防犯キャンペーン活動

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、警察

【概　要】 警察と連携し、振り込め詐欺やひったくりによる被害防止のた
めの防犯キャンペーン活動や防犯啓発活動を実施する。

Ⅰ - １ -（５） 防犯啓発グッズの配布

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、警察

【概　要】 防犯啓発や不審者対策を図るため、犯罪被害防止ステッカー等
の防犯啓発グッズを作製し、各種キャンペーンなどの機会を活
用して配布する。

Ⅰ - １ -（６） 特殊詐欺対策の実施

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、警察

【概　要】 オレオレ詐欺等の特殊詐欺からの被害を防止するため、６５歳
以上の高齢者が居住する世帯を対象として、自動通話録音機を
無料貸与するなど必要な対策を講じていく。

Ⅰ - １ -（７） 広告掲示物等による啓発活動の実施

所管課：危機管理課、施設管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 特殊詐欺等の被害防止を図るため、広告掲示物等による注意喚
起を実施する。

自動通話録音機
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Ⅰ - ２ -（４） 車両広報による情報提供

所管課：危機管理課、産業振興課

活動主体：北区（危機管理課、産業振興課）

【概　要】 区民へ防犯に関する情報を広く提供するため、専用車両や商店
街のスピーカーを活用し、注意喚起の音声を流す。
また、区内路線バスの車内アナウンスを活用し、悪質商法につ
いての注意喚起と相談窓口を案内する。

Ⅰ - ２ -（５） テレビを活用した情報提供

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、警察

【概　要】 区民へ防犯に関する情報を広く提供するため、区と区内３警察
署が持ち回りで、Ｊ：ＣＯＭ東京北の番組を通じて、防犯情報
やキャンペーン情報等を発信する。

Ⅰ - ２ -（６） 各種会議における情報提供

所管課：健康福祉課、高齢福祉課、介護保険課

活動主体：北区（危機管理課）、警察

【概　要】 高齢者の被害防止を図るため、例月の民生・児童委員協議会や
ケアマネージャー連絡会等において、警察や防犯推進員から振
り込め詐欺の事例を紹介するなど、情報提供に努める。

J:COMﾃﾞｲﾘｰﾆｭｰｽより

　　３　犯罪発生時における迅速な情報の提供

Ⅰ - ３ -（１） 不審者情報の提供

所管課：危機管理課、総務課、地域振興課、保育課、教育指導課、子どもわ
くわく課、障害者福祉センター

活動主体：北区（危機管理課、総務課、地域振興課、保育課、教育指導課、
子どもわくわく課、障害者福祉センター）、警察

【概　要】 警察及び教育委員会等からの不審者に関する情報については、
犯罪発生及び犯罪被害の拡大を防止するため、児童館、区内公
私立保育園・幼稚園・小学校・中学校等に速やかにＦＡＸ等で
送付する。

Ⅰ - ３ -（２） （再掲）ホームページを活用した情報提供

Ⅰ - ３ -（３） （再掲）北区区民情報メールによる情報提供

Ⅰ - ３ -（４） （再掲）車両広報による情報提供

★ Ⅰ - ３ -（５） 無線による情報提供

所管課：危機管理課、防災課

活動主体：北区（危機管理課）、警察

【概　要】 凶悪犯が逃亡中には、犯罪被害の拡大を防止するために、防災
行政無線を活用して周知を図る。

犯罪発生時には、犯罪被害の拡大を防止するために、犯罪の発生時間、場

所、手口、犯人の特徴や逃走方向などの情報を、速やかに関係機関等に提供

することが重要です。

そこで、警察等との連携を図り、発生した犯罪に関する情報を可能な限り、

いち早く提供するよう努めます。
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Ⅰ - ２ -（４） 車両広報による情報提供

所管課：危機管理課、産業振興課

活動主体：北区（危機管理課、産業振興課）

【概　要】 区民へ防犯に関する情報を広く提供するため、専用車両や商店
街のスピーカーを活用し、注意喚起の音声を流す。
また、区内路線バスの車内アナウンスを活用し、悪質商法につ
いての注意喚起と相談窓口を案内する。

Ⅰ - ２ -（５） テレビを活用した情報提供

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、警察

【概　要】 区民へ防犯に関する情報を広く提供するため、区と区内３警察
署が持ち回りで、Ｊ：ＣＯＭ東京北の番組を通じて、防犯情報
やキャンペーン情報等を発信する。

Ⅰ - ２ -（６） 各種会議における情報提供

所管課：健康福祉課、高齢福祉課、介護保険課

活動主体：北区（危機管理課）、警察

【概　要】 高齢者の被害防止を図るため、例月の民生・児童委員協議会や
ケアマネージャー連絡会等において、警察や防犯推進員から振
り込め詐欺の事例を紹介するなど、情報提供に努める。

J:COMﾃﾞｲﾘｰﾆｭｰｽより

　　３　犯罪発生時における迅速な情報の提供

Ⅰ - ３ -（１） 不審者情報の提供

所管課：危機管理課、総務課、地域振興課、保育課、教育指導課、子どもわ
くわく課、障害者福祉センター

活動主体：北区（危機管理課、総務課、地域振興課、保育課、教育指導課、
子どもわくわく課、障害者福祉センター）、警察

【概　要】 警察及び教育委員会等からの不審者に関する情報については、
犯罪発生及び犯罪被害の拡大を防止するため、児童館、区内公
私立保育園・幼稚園・小学校・中学校等に速やかにＦＡＸ等で
送付する。

Ⅰ - ３ -（２） （再掲）ホームページを活用した情報提供

Ⅰ - ３ -（３） （再掲）北区区民情報メールによる情報提供

Ⅰ - ３ -（４） （再掲）車両広報による情報提供

★ Ⅰ - ３ -（５） 無線による情報提供

所管課：危機管理課、防災課
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Ⅱ　防犯活動の充実

　　１　防犯パトロール活動の推進

Ⅱ - １ -（１） 地域安全・安心パトロール事業の実施

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 地域における安全を図るため、子どもが利用する施設をはじめ
区内公共施設など区内全域に、青色回転灯のついた専用車両に
よる３６５日２４時間パトロールを実施する。

Ⅱ - １ -（２） 資源持ち去り防止パトロールの実施

所管課：北区清掃事務所

活動主体：北区（北区清掃事務所）

【概　要】 ゴミ集積所における資源の無断持ち去りを防止するため、集積
所等のパトロールを実施する。

地域における犯罪を未然に防止し、安全で安心して暮らせるまちづくりを

進めるためには、警察はもとより、区民、事業者、各種団体、関係機関や区

が一体となって、地域全体で取り組んでいくことが必要です。

そこで、こうした観点から、積極的に防犯パトロールを推進するとともに、

区民等が行う防犯パトロール活動をはじめとする自主的な活動を支援し、防

犯活動の充実を図ります。

区には、公園や学校をはじめとする公共施設などを中心として、区内全域

の安全を推進することが求められており、そのためには、パトロール活動を

実施することが必要です。

そこで、区は、青色回転灯をつけたパトロールカーで公園や学校をはじめ

とする公共施設などを含めた地域全体のパトロール活動を行います。

青色防犯パトロール（青パト） 隊員及び車

　　２　防犯パトロール活動等への支援

Ⅱ - ２ -（１） 北区安全・安心ネットワーク加入団体への活動支援

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 地域における防犯パトロール活動が効果的になるため、北区安
全・安心ネットワーク加入団体に対し、効果的なパトロール活
動方法等について、助言・指導を行うとともに、ステッカーや
プレートの配付などの物品を助成するとともに、ボランティア
保険への加入などの各種活動支援を行う。

Ⅱ - ２ -（２） パトロールマニュアルの配付

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 効果的な防犯パトロールの実施に向けて、防犯ボランティア団
体に対して、パトロールに役立つ内容を盛り込んだパトロール
マニュアルを配付する。

Ⅱ - ２ -（３） パトロール向上のための研修の実施

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 効果的なパトロールを実施するため、防犯パトロール団体に対
して、学識経験者等による研修を実施する。

地域を安全なまちにするためには、区内で活動しているボランティアによ

る防犯パトロール団体などの自主防犯組織による活動が重要です。

また、区民、事業者及び関係機関等と構築した安全・安心のためのネット

ワーク活動を推進していくことも重要です。

そこで、こうした活動が効率的・効果的、かつ継続的な活動としていくた

めに、警察や防犯協会などとも連携を図りながら、物品の提供をはじめとす

る必要な支援を行います。
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Ⅱ　防犯活動の充実

　　１　防犯パトロール活動の推進
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地域を安全なまちにするためには、区内で活動しているボランティアによ

る防犯パトロール団体などの自主防犯組織による活動が重要です。

また、区民、事業者及び関係機関等と構築した安全・安心のためのネット
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Ⅱ - ２-（４） 防犯リーダー養成研修の実施

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、警察

【概　要】 地域における防犯活動を効果的に実施するため、防犯ボラン
ティア団体のリーダー等に対し、警察と連携し、防犯リーダー
としての素養の習得を図る研修会を実施する。

Ⅱ - 2-（５） 合同パトロールの開催への支援

所管課：危機管理課、地域振興課

活動主体：北区（危機管理課、地域振興課）、警察

【概　要】 より効果のあるパトロールを実施するため、複数のパトロール
団体が合同で実施する合同パトロール事業の実施に際しては、
希望に応じて青色回転灯装着のパトロールカーの参加など、必
要な支援を行う。

昭和町地区５町会合同防犯パトロールの集合写真

Ⅱ - ２ -（６） 歳末防犯・防火パトロールの実施

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課、防災課）、警察、消防、区民、関係団体

【概　要】 年末に町会・自治会、商店街、警察署、消防署、関係機関、関
係団体などと連携・協力し、防犯と防火への啓発を目的として
合同パトロールを実施する。

Ⅱ - 2 -（7） 祭礼時等の合同パトロールの実施

所管課：生涯学習・学校地域連携課、地域振興課

活動主体：北区（生涯学習・学校地域連携課、地域振興課）、関係団体、区
民

【概　要】 祭礼・地域の祭り等に伴う非行防止・犯罪抑止を目的に、北区
青少年地区委員会、小中学校ＰＴＡ、町会・自治会等が合同で
パトロールを実施する。

歳末防犯・防火パトロールの様子
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Ⅱ - ２-（４） 防犯リーダー養成研修の実施

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、警察

【概　要】 地域における防犯活動を効果的に実施するため、防犯ボラン
ティア団体のリーダー等に対し、警察と連携し、防犯リーダー
としての素養の習得を図る研修会を実施する。
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昭和町地区５町会合同防犯パトロールの集合写真

Ⅱ - ２ -（６） 歳末防犯・防火パトロールの実施

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課、防災課）、警察、消防、区民、関係団体
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所管課：生涯学習・学校地域連携課、地域振興課

活動主体：北区（生涯学習・学校地域連携課、地域振興課）、関係団体、区
民

【概　要】 祭礼・地域の祭り等に伴う非行防止・犯罪抑止を目的に、北区
青少年地区委員会、小中学校ＰＴＡ、町会・自治会等が合同で
パトロールを実施する。

歳末防犯・防火パトロールの様子
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　　３　防犯設備の整備に対する支援

Ⅱ - ３ -（１） 防犯カメラ設置に対する補助

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 犯罪の抑止などを目的として、町会・自治会や商店街等の地域
団体が設置する防犯カメラに対し、補助金を交付する。
また、犯罪が多発しながら設置がない地域等へ設置に向けて働
きかけを行う。

Ⅱ - ３ -（２） 防犯カメラ運営に対する補助

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 犯罪の抑止などのため、公共の場所に防犯カメラを設置してい
る団体に対し、その運営に関する必要経費の一部を補助する。

地域における犯罪を防止するためには、地域防犯パトロールなどの自主防

犯組織による活動に加え、犯罪抑止を目的とした防犯カメラを設置するなど、

防犯設備面での対策が効果的です。

そこで、町会・自治会及び商店街等の地域団体が、公衆の安全や犯罪の未

然防止などを目的とする防犯設備の整備に対し助成を行います。

防犯カメラ

Ⅲ　犯罪の防止に配慮した地域環境づくりの推進

　　１　施設等の安全対策の推進

Ⅲ - １ -（１） 防犯カメラの設置

所管課：各施設所管課

活動主体：北区（各施設所管課）

【概　要】 各施設における犯罪抑止のため、防犯カメラを設置する。

Ⅲ - １ -（２） 駐車場・駐輪場管理運営の安全対策の実施

所管課：施設管理課

活動主体：北区（施設管理課）

【概　要】 区立の駐車場・駐輪場の安全確保のため、防犯カメラの設置・
運用や随時点検を行い照明の照度アップなど、必要に応じて対
策を行う。

Ⅲ - １ -（３） 共同住宅等の犯罪防止に関する事前協議

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 共同住宅や飲食店等、一定基準以上の建築物の防犯性を高める
ため、建築確認申請する建築主に対し、警察と事前協議を行う
よう依頼する。

犯罪防止には、地域自体が犯罪を抑止する力を有するなど、犯罪が発生し

にくい地域環境にしていくことが重要です。

そこで、区の施設、公園、道路、駐輪場など、暗く見通しの悪い場所など

について、改めて犯罪防止の観点から点検を行うとともに、必要な改善を図

るなど、安全の確保に努めます。また、国や都、関係団体などが管理する施

設については、管理者と連携を取りながら、必要な点検・改善を図ります。

区民センターや図書館、駐車場や駐輪場などの公共施設等は、誰もが安全

で安心して利用できることが必要であり、そうした場所における犯罪を防ぐ

ためには、犯罪者が犯行をあきらめるような環境にしていくことが重要です。

また、こうした環境は、公共施設のみならず、他の施設や民間住宅等にお

いても同様です。

そこで、施設等における視認性や防犯性の向上などの安全対策を推進しま

す。
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　　３　防犯設備の整備に対する支援

Ⅱ - ３ -（１） 防犯カメラ設置に対する補助

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 犯罪の抑止などを目的として、町会・自治会や商店街等の地域
団体が設置する防犯カメラに対し、補助金を交付する。
また、犯罪が多発しながら設置がない地域等へ設置に向けて働
きかけを行う。

Ⅱ - ３ -（２） 防犯カメラ運営に対する補助

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 犯罪の抑止などのため、公共の場所に防犯カメラを設置してい
る団体に対し、その運営に関する必要経費の一部を補助する。

地域における犯罪を防止するためには、地域防犯パトロールなどの自主防

犯組織による活動に加え、犯罪抑止を目的とした防犯カメラを設置するなど、

防犯設備面での対策が効果的です。

そこで、町会・自治会及び商店街等の地域団体が、公衆の安全や犯罪の未

然防止などを目的とする防犯設備の整備に対し助成を行います。

防犯カメラ

Ⅲ　犯罪の防止に配慮した地域環境づくりの推進

　　１　施設等の安全対策の推進

Ⅲ - １ -（１） 防犯カメラの設置

所管課：各施設所管課

活動主体：北区（各施設所管課）

【概　要】 各施設における犯罪抑止のため、防犯カメラを設置する。

Ⅲ - １ -（２） 駐車場・駐輪場管理運営の安全対策の実施

所管課：施設管理課

活動主体：北区（施設管理課）

【概　要】 区立の駐車場・駐輪場の安全確保のため、防犯カメラの設置・
運用や随時点検を行い照明の照度アップなど、必要に応じて対
策を行う。

Ⅲ - １ -（３） 共同住宅等の犯罪防止に関する事前協議

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 共同住宅や飲食店等、一定基準以上の建築物の防犯性を高める
ため、建築確認申請する建築主に対し、警察と事前協議を行う
よう依頼する。

犯罪防止には、地域自体が犯罪を抑止する力を有するなど、犯罪が発生し

にくい地域環境にしていくことが重要です。

そこで、区の施設、公園、道路、駐輪場など、暗く見通しの悪い場所など

について、改めて犯罪防止の観点から点検を行うとともに、必要な改善を図

るなど、安全の確保に努めます。また、国や都、関係団体などが管理する施

設については、管理者と連携を取りながら、必要な点検・改善を図ります。

区民センターや図書館、駐車場や駐輪場などの公共施設等は、誰もが安全

で安心して利用できることが必要であり、そうした場所における犯罪を防ぐ

ためには、犯罪者が犯行をあきらめるような環境にしていくことが重要です。

また、こうした環境は、公共施設のみならず、他の施設や民間住宅等にお

いても同様です。

そこで、施設等における視認性や防犯性の向上などの安全対策を推進しま

す。
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　　２　公園、道路の安全対策の推進

Ⅲ - ２ -（１） 公園の安全対策の実施

所管課：道路公園課

活動主体：北区（道路公園課）

【概　要】 公園の安全性向上のため、点検し、見通しを確保するため、樹
木の剪定等の必要な対策を行う。

Ⅲ - ２ -（２） 道路の安全対策の実施

所管課：道路公園課

活動主体：北区（道路公園課）

【概　要】 道路の安全性向上のため、街路灯をＬＥＤ化し、必要に応じて
樹木の剪定等の対策を行う。

Ⅲ - ２ -（３） 公園等への防犯カメラの設置

所管課：道路公園課

活動主体：北区（道路公園課）

【概　要】
防犯環境の整備及び地域防犯力の向上を図るため、公園等に防
犯カメラを設置する。

公園や道路は、誰もが安全で安心して利用したり、通行できたりすること

が重要です。

そこで、随時、公園や道路の安全点検を実施するとともに、必要に応じて

視認性の確保をはじめとする改善を行うなど、安全確保に努めます。

防犯カメラ（飛鳥山公園）

　　３　地域環境の整備

Ⅲ - ３ -（１） 私道防犯灯への支援

所管課：道路公園課

活動主体：北区（道路公園課）

【概　要】 道路の安全性向上のため、私道防犯灯新設・改修費について補
助するとともに、管理運営費についても補助する。

Ⅲ - ３ -（２） 防犯環境改善対策の実施

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、区民、関係団体、警察。

【概　要】 地域における安全性向上のため、道路、公園を中心とした落書
き消しや植栽等の防犯環境の改善を行う。

落書きが多い、自転車やごみが放置されたままとなっている、街路灯が切

れている、窓ガラスが割られていてもそのままの地域は、環境に対する関心

が薄いと思われ犯罪抑止の観点から望ましい地域とは言えません。

そこで、区民・地域団体・事業者・土地所有者等との連携を図りながら、

自転車やごみの放置、暗がり等を無くすなど、犯罪を起こしにくい環境美化

に努めます。

王寿会による植栽（王子三角公園）
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　　２　公園、道路の安全対策の推進

Ⅲ - ２ -（１） 公園の安全対策の実施

所管課：道路公園課

活動主体：北区（道路公園課）

【概　要】 公園の安全性向上のため、点検し、見通しを確保するため、樹
木の剪定等の必要な対策を行う。

Ⅲ - ２ -（２） 道路の安全対策の実施

所管課：道路公園課

活動主体：北区（道路公園課）

【概　要】 道路の安全性向上のため、街路灯をＬＥＤ化し、必要に応じて
樹木の剪定等の対策を行う。

Ⅲ - ２ -（３） 公園等への防犯カメラの設置

所管課：道路公園課

活動主体：北区（道路公園課）

【概　要】
防犯環境の整備及び地域防犯力の向上を図るため、公園等に防
犯カメラを設置する。

公園や道路は、誰もが安全で安心して利用したり、通行できたりすること

が重要です。

そこで、随時、公園や道路の安全点検を実施するとともに、必要に応じて

視認性の確保をはじめとする改善を行うなど、安全確保に努めます。

防犯カメラ（飛鳥山公園）

　　３　地域環境の整備

Ⅲ - ３ -（１） 私道防犯灯への支援

所管課：道路公園課

活動主体：北区（道路公園課）

【概　要】 道路の安全性向上のため、私道防犯灯新設・改修費について補
助するとともに、管理運営費についても補助する。

Ⅲ - ３ -（２） 防犯環境改善対策の実施

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、区民、関係団体、警察。

【概　要】 地域における安全性向上のため、道路、公園を中心とした落書
き消しや植栽等の防犯環境の改善を行う。

落書きが多い、自転車やごみが放置されたままとなっている、街路灯が切

れている、窓ガラスが割られていてもそのままの地域は、環境に対する関心

が薄いと思われ犯罪抑止の観点から望ましい地域とは言えません。

そこで、区民・地域団体・事業者・土地所有者等との連携を図りながら、

自転車やごみの放置、暗がり等を無くすなど、犯罪を起こしにくい環境美化

に努めます。

王寿会による植栽（王子三角公園）
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Ⅳ　子どもの安全対策の推進

　　１　子どもに対する防犯学習の推進

Ⅳ - １ -（１） 子ども防犯教室の実施

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、警察

【概　要】 子どもの防犯意識の向上を図るため、防犯推進員を中心に、幼
稚園、保育園、児童館・子どもセンター、わくわく☆ひろば等
に通う児童を対象に防犯教室を実施する。
特に、わくわく☆ひろばについては、全校で実施する。

Ⅳ - １ -（２） セーフティ教室の開催

所管課：教育指導課、子どもわくわく課、保育課

活動主体：北区（教育指導課、子どもわくわく課、保育課）、警察

【概　要】 子どもの防犯意識の向上を図るため、小中学校、児童館・子ど
もセンター、保育園等において、警察署と連携するなど、不審
者等への対処法や非行防止に関しての学習を実施する。

各地で子どもが被害者となる事件、事故が頻繁に発生している状況の中で、

次代を担う子どもが、安全な地域で、安心して育つことができるように環境

を整備することが重要です。

そこで、学校をはじめ、幼稚園や保育園、児童館・子どもセンター、わく

わく☆ひろば等、子どもを対象とした施設や通学路などの周辺地域における

安全性を高め、子どもが安心して過ごすことができるように取り組みます。

子どもが、不審者からの声掛けや痴漢等の被害に遭わないためには、パト

ロール活動をはじめ、地域で見守ることも重要ですが、子ども自身が、防犯

に関する知識や技術を身に付けることが最も重要です。

そこで、学校、幼稚園や保育園などにおいて、子ども自身に対して、不審

者に声を掛けられた際の対応などの知識や技術等の習得を推進します。

Ⅳ - １ -（３） 地域安全マップの作成

所管課：教育指導課

活動主体：北区（教育指導課）

【概　要】 児童の防犯意識の向上を図るため、安全教育の一環として、区
立小学校で、児童自らが事件や事故が起こるかもしれないと不
安に感じる場所などを調査し、まとめた地図（手製）を作成す
る。

Ⅳ - １ -（４） 子ども安全手帳の配付

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 児童の防犯意識の向上を図るため、子ども向け防犯啓発用の手
帳を作成して、全小学校入学児童に配付する。

Ⅳ - １ -（５） 夕焼けチャイムの放送

所管課：生涯学習・学校地域連携課

活動主体：北区（生涯学習・学校地域連携課）

【概　要】 児童の防犯対策の一環として、帰宅を促す目安として、防災行
政無線により、夕焼けチャイムを放送する。

子ども安全手帳
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Ⅳ　子どもの安全対策の推進

　　１　子どもに対する防犯学習の推進

Ⅳ - １ -（１） 子ども防犯教室の実施

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）、警察

【概　要】 子どもの防犯意識の向上を図るため、防犯推進員を中心に、幼
稚園、保育園、児童館・子どもセンター、わくわく☆ひろば等
に通う児童を対象に防犯教室を実施する。
特に、わくわく☆ひろばについては、全校で実施する。

Ⅳ - １ -（２） セーフティ教室の開催

所管課：教育指導課、子どもわくわく課、保育課

活動主体：北区（教育指導課、子どもわくわく課、保育課）、警察

【概　要】 子どもの防犯意識の向上を図るため、小中学校、児童館・子ど
もセンター、保育園等において、警察署と連携するなど、不審
者等への対処法や非行防止に関しての学習を実施する。

各地で子どもが被害者となる事件、事故が頻繁に発生している状況の中で、

次代を担う子どもが、安全な地域で、安心して育つことができるように環境

を整備することが重要です。

そこで、学校をはじめ、幼稚園や保育園、児童館・子どもセンター、わく

わく☆ひろば等、子どもを対象とした施設や通学路などの周辺地域における

安全性を高め、子どもが安心して過ごすことができるように取り組みます。

子どもが、不審者からの声掛けや痴漢等の被害に遭わないためには、パト

ロール活動をはじめ、地域で見守ることも重要ですが、子ども自身が、防犯

に関する知識や技術を身に付けることが最も重要です。

そこで、学校、幼稚園や保育園などにおいて、子ども自身に対して、不審

者に声を掛けられた際の対応などの知識や技術等の習得を推進します。

Ⅳ - １ -（３） 地域安全マップの作成

所管課：教育指導課

活動主体：北区（教育指導課）

【概　要】 児童の防犯意識の向上を図るため、安全教育の一環として、区
立小学校で、児童自らが事件や事故が起こるかもしれないと不
安に感じる場所などを調査し、まとめた地図（手製）を作成す
る。

Ⅳ - １ -（４） 子ども安全手帳の配付

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 児童の防犯意識の向上を図るため、子ども向け防犯啓発用の手
帳を作成して、全小学校入学児童に配付する。

Ⅳ - １ -（５） 夕焼けチャイムの放送

所管課：生涯学習・学校地域連携課

活動主体：北区（生涯学習・学校地域連携課）

【概　要】 児童の防犯対策の一環として、帰宅を促す目安として、防災行
政無線により、夕焼けチャイムを放送する。

子ども安全手帳
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　　２　学校等における安全対策の推進

Ⅳ - ２ -（１） 不審者対応訓練の実施

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 防犯力向上のため、防犯推進員を中心に、区立幼稚園、保育
園、児童館・子どもセンター、わくわく☆ひろば等の職員を対
象に不審者対応訓練を実施する。

Ⅳ - ２ -（２） オートロック付き門扉の設置

所管課：学校改築施設管理課、保育課

活動主体：北区（学校改築施設管理課、保育課）

【概　要】 不審者の侵入を防ぐため、区立小学校、区立幼稚園、保育園で
は、オートロック機能のついた門扉とする。

Ⅳ - ２ -（３） 学校周辺の防犯カメラの整備

所管課：学校改築施設管理課、学校支援課

活動主体：北区（学校改築施設管理課、学校支援課）

【概　要】 学校周辺の安全を図るため、経年により老朽化した区立小中学
校の防犯カメラの更新を行う。

学校をはじめ、幼稚園や保育園、児童館・子どもセンター、わくわく☆ひ

ろば等、子どもを対象とした施設については、まず、何よりも安全であるこ

とが重要です。

また、外部から学校等に侵入して事件を引き起こした事例に見られるよう

に、外部から容易に侵入することができるようでは、安全とは言えません。

万が一、侵入された場合でも、子どもに被害が及ばないように努めることが

重要です。
区では、警察 で経験豊富な防犯推進員により、保育園や幼稚園、

児童館・子どもセンター、わくわく☆ひろば等を対象に『子ども防犯
教室』と『不審者対応訓練』を実施しています。
『子ども防犯教室』は、子ども

たちが興味を持って聞ける紙芝居
や 等を使用して犯罪に遭わ
ない方法を教えます。
なかでも「いかない」「のらな

い」「おおごえをだす」「すぐにげ
る」「しらせる」をまとめた標語
「いか・の・お・す・し」は、
子どもにも覚えやすく非常に効果的です。子どもが自分で自分の身を
守れるよう、保育園や幼稚園等と協力しながら今後も防犯教室を実施
し、安全で安心して暮らせるまちづくりを目指していきます。
『不審者対応訓練』は、施設に不審な人物が現れた場合に備え、防

犯推進員が施設職員向けに講義を行っています。訓練では、不審者役
を演じる防犯推進員に対しどう応
対するかを学びます。さすまたを
活用して一斉に取り押さえる練習
や、相手に掴まれた場合の切り替
えしの方法等を、実践に近い形式
で学びます。出入口は常に閉めら
れ、来客にはインターホンで対応
するため容易には侵入できない

環境が各所で整えられていますが、万が一の有事に備え、
こうした職員向けの訓練を今後とも継続して実施して
いきます。 

子ども防犯教室と不審者対応訓練  コラム
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　　２　学校等における安全対策の推進

Ⅳ - ２ -（１） 不審者対応訓練の実施

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 防犯力向上のため、防犯推進員を中心に、区立幼稚園、保育
園、児童館・子どもセンター、わくわく☆ひろば等の職員を対
象に不審者対応訓練を実施する。

Ⅳ - ２ -（２） オートロック付き門扉の設置

所管課：学校改築施設管理課、保育課

活動主体：北区（学校改築施設管理課、保育課）

【概　要】 不審者の侵入を防ぐため、区立小学校、区立幼稚園、保育園で
は、オートロック機能のついた門扉とする。

Ⅳ - ２ -（３） 学校周辺の防犯カメラの整備

所管課：学校改築施設管理課、学校支援課

活動主体：北区（学校改築施設管理課、学校支援課）

【概　要】 学校周辺の安全を図るため、経年により老朽化した区立小中学
校の防犯カメラの更新を行う。

学校をはじめ、幼稚園や保育園、児童館・子どもセンター、わくわく☆ひ

ろば等、子どもを対象とした施設については、まず、何よりも安全であるこ

とが重要です。

また、外部から学校等に侵入して事件を引き起こした事例に見られるよう

に、外部から容易に侵入することができるようでは、安全とは言えません。

万が一、侵入された場合でも、子どもに被害が及ばないように努めることが

重要です。
区では、警察 で経験豊富な防犯推進員により、保育園や幼稚園、

児童館・子どもセンター、わくわく☆ひろば等を対象に『子ども防犯
教室』と『不審者対応訓練』を実施しています。
『子ども防犯教室』は、子ども

たちが興味を持って聞ける紙芝居
や 等を使用して犯罪に遭わ
ない方法を教えます。
なかでも「いかない」「のらな

い」「おおごえをだす」「すぐにげ
る」「しらせる」をまとめた標語
「いか・の・お・す・し」は、
子どもにも覚えやすく非常に効果的です。子どもが自分で自分の身を
守れるよう、保育園や幼稚園等と協力しながら今後も防犯教室を実施
し、安全で安心して暮らせるまちづくりを目指していきます。
『不審者対応訓練』は、施設に不審な人物が現れた場合に備え、防

犯推進員が施設職員向けに講義を行っています。訓練では、不審者役
を演じる防犯推進員に対しどう応
対するかを学びます。さすまたを
活用して一斉に取り押さえる練習
や、相手に掴まれた場合の切り替
えしの方法等を、実践に近い形式
で学びます。出入口は常に閉めら
れ、来客にはインターホンで対応
するため容易には侵入できない

環境が各所で整えられていますが、万が一の有事に備え、
こうした職員向けの訓練を今後とも継続して実施して
いきます。 

子ども防犯教室と不審者対応訓練  コラム
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Ⅳ - ２ -（４） 保育園への防犯カメラの設置

所管課：保育課

活動主体：北区（保育課）

【概　要】 不審者対策や犯罪抑止等のため、保育園に防犯カメラを設置す
る。

Ⅳ - ２ -（５） モニター付インターホンの設置

所管課：学校改築施設管理課、子どもわくわく課、保育課

活動主体：北区（学校改築施設管理課、子どもわくわく課、保育課）

【概　要】 不審者対策として、区立幼稚園、保育園、学童クラブ等に訪問
者を確認できるモニター付インターホンを設置する。

Ⅳ - ２ -（６） 非常通報装置「学校１１０番」の設置

所管課：学校改築施設管理課、子どもわくわく課、保育課

活動主体：北区（学校改築施設管理課、子どもわくわく課、保育課）

【概　要】 侵入者対策のため、区立小中学校、区立幼稚園、保育園、児童
館・子どもセンター、学童クラブ等において、緊急時に警察に
通報することができる「学校１１０番」を設置する。

学校１１０番（左：受理用電話機、右：通報ボタン）

Ⅳ - ２ -（７） 防犯資機材の配備

所管課：学校支援課、子どもわくわく課、保育課

活動主体：北区（学校支援課、子どもわくわく課、保育課）

【概　要】 侵入者対策のため、区立小学校、区立幼稚園、保育園、児童
館・子どもセンター、学童クラブ等にさすまたなどの防犯資機
材を配備する。
また、定期的に防犯資機材を活用した防犯訓練を実施する。

Ⅳ - ２ -（８） 保育園への防犯ブザー等の配備

所管課：保育課

活動主体：北区（保育課）

【概　要】 防犯対策のため、保育園等に防犯ブザーや催涙スプレー等を配
備し、防犯訓練等にて取扱い方法の習得を図る。

Ⅳ - ２ -（９） 放課後子ども総合プランの推進

所管課：子どもわくわく課

活動主体：北区（子どもわくわく課）

【概　要】 安全・安心な子どもの居場所、生活の場の提供のため、放課後
子ども教室と学童クラブを一体的に運営する放課後子ども総合
プランを平日の放課後や土曜日、長期休業中に開催する。

Ⅳ - ２ -（10） 防犯啓発プレートの設置

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 子どもに対する防犯啓発のため、公園や児童遊園、区立小学校
等子どもを対象とした施設を中心に、不審者等に出会ったとき
の対応方法を記載した防犯啓発プレートを設置する。

Ⅳ - ２ -（11） 不審者対応マニュアルの作成・活用

所管課：教育指導課、子どもわくわく課、保育課

活動主体：北区（教育指導課、子どもわくわく課、保育課）

【概　要】 区立小中学校、区立幼稚園、保育園、児童館・子どもセン
ター、学童クラブ等において不審者等に迅速かつ適切な対応を
図るため、マニュアルを作成し、活用する。
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Ⅳ - ２ -（４） 保育園への防犯カメラの設置

所管課：保育課

活動主体：北区（保育課）

【概　要】 不審者対策や犯罪抑止等のため、保育園に防犯カメラを設置す
る。

Ⅳ - ２ -（５） モニター付インターホンの設置

所管課：学校改築施設管理課、子どもわくわく課、保育課

活動主体：北区（学校改築施設管理課、子どもわくわく課、保育課）

【概　要】 不審者対策として、区立幼稚園、保育園、学童クラブ等に訪問
者を確認できるモニター付インターホンを設置する。

Ⅳ - ２ -（６） 非常通報装置「学校１１０番」の設置

所管課：学校改築施設管理課、子どもわくわく課、保育課

活動主体：北区（学校改築施設管理課、子どもわくわく課、保育課）

【概　要】 侵入者対策のため、区立小中学校、区立幼稚園、保育園、児童
館・子どもセンター、学童クラブ等において、緊急時に警察に
通報することができる「学校１１０番」を設置する。

学校１１０番（左：受理用電話機、右：通報ボタン）

Ⅳ - ２ -（７） 防犯資機材の配備

所管課：学校支援課、子どもわくわく課、保育課

活動主体：北区（学校支援課、子どもわくわく課、保育課）

【概　要】 侵入者対策のため、区立小学校、区立幼稚園、保育園、児童
館・子どもセンター、学童クラブ等にさすまたなどの防犯資機
材を配備する。
また、定期的に防犯資機材を活用した防犯訓練を実施する。

Ⅳ - ２ -（８） 保育園への防犯ブザー等の配備

所管課：保育課

活動主体：北区（保育課）

【概　要】 防犯対策のため、保育園等に防犯ブザーや催涙スプレー等を配
備し、防犯訓練等にて取扱い方法の習得を図る。

Ⅳ - ２ -（９） 放課後子ども総合プランの推進

所管課：子どもわくわく課

活動主体：北区（子どもわくわく課）

【概　要】 安全・安心な子どもの居場所、生活の場の提供のため、放課後
子ども教室と学童クラブを一体的に運営する放課後子ども総合
プランを平日の放課後や土曜日、長期休業中に開催する。

Ⅳ - ２ -（10） 防犯啓発プレートの設置

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 子どもに対する防犯啓発のため、公園や児童遊園、区立小学校
等子どもを対象とした施設を中心に、不審者等に出会ったとき
の対応方法を記載した防犯啓発プレートを設置する。

Ⅳ - ２ -（11） 不審者対応マニュアルの作成・活用

所管課：教育指導課、子どもわくわく課、保育課

活動主体：北区（教育指導課、子どもわくわく課、保育課）

【概　要】 区立小中学校、区立幼稚園、保育園、児童館・子どもセン
ター、学童クラブ等において不審者等に迅速かつ適切な対応を
図るため、マニュアルを作成し、活用する。
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　　３　通学路等の安全対策の推進

★ Ⅳ - ３ -（１） 警察官による立ち寄り警戒の実施

所管課：教育指導課

活動主体：北区（教育指導課）、警察

【概　要】 児童の犯罪被害防止のため、警察官が小学校への立ち寄り、学
校周辺や通学路等の警戒活動を実施する。

Ⅳ - ３ -（２） 子ども安全ボランティア登録制度の推進

所管課：生涯学習・学校地域連携課

活動主体：北区（生涯学習・学校地域連携課）、区民

【概　要】 地域全体で子どもの安全を見守る活動を行うため、各区立小学
校単位で、ＰＴＡ、地域住民等に協力いただく「子ども安全ボ
ランティア」制度の推進を図る。

子どもが被害者となる事件・事故は、その大半が、登下校中に発生してい

ます。事前に、定期的な安全点検を行い通学路等の中で危険と思われる場所

を把握し、必要な対策を講じることは、犯罪を未然に防止する上からも非常

に重要です。

そこで、学校ごとの通学路等の安全点検を実施して、安心して通学等がで

きるように改善を行うなどの安全対策を推進します。

学校登下校パトロールの様子

Ⅳ - ３ -（３） 子ども１１０番事業への支援

所管課：生涯学習・学校地域連携課

活動主体：北区（生涯学習・学校地域連携課）、区民、警察

【概　要】 小学生の登下校時の安全確保のため、子どもが緊急時に逃げ込
める通学路周辺の民家、事業所等にプレートを貼付するＰＴＡ
活動を支援する。

Ⅳ - ３ -（４） 通学路の安全点検の実施

所管課：学校支援課、施設管理課、道路公園課

活動主体：北区（学校支援課、施設管理課、道路公園課）、警察、区民

【概　要】 小学生の登下校時の安全確保のため、区立小学校の通学路を警
察、ＰＴＡと協力して、子どもの安全に関する総合的な点検を
行う。

Ⅳ - ３ -（５） 遊具点検の実施

所管課：道路公園課、学校改築施設管理課、子どもわくわく課、保育課

活動主体：北区（道路公園課、学校改築施設管理課、子どもわくわく課、保
育課）

【概　要】 子どもの安全対策として、公園や学校等の遊具を計画的に点検
する。点検結果に基づき、必要に応じて、補修または撤去など
を行う。

Ⅳ - ３ -（6） 小学生への防犯ブザーの配付

所管課：生涯学習・学校地域連携課、危機管理課

活動主体：北区（生涯学習・学校地域連携課、危機管理課）

【概　要】 児童の防犯対策のため、小学生に防犯ブザーを配付する。

防犯ブザー
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　　３　通学路等の安全対策の推進

★ Ⅳ - ３ -（１） 警察官による立ち寄り警戒の実施

所管課：教育指導課

活動主体：北区（教育指導課）、警察

【概　要】 児童の犯罪被害防止のため、警察官が小学校への立ち寄り、学
校周辺や通学路等の警戒活動を実施する。

Ⅳ - ３ -（２） 子ども安全ボランティア登録制度の推進

所管課：生涯学習・学校地域連携課

活動主体：北区（生涯学習・学校地域連携課）、区民

【概　要】 地域全体で子どもの安全を見守る活動を行うため、各区立小学
校単位で、ＰＴＡ、地域住民等に協力いただく「子ども安全ボ
ランティア」制度の推進を図る。

子どもが被害者となる事件・事故は、その大半が、登下校中に発生してい

ます。事前に、定期的な安全点検を行い通学路等の中で危険と思われる場所

を把握し、必要な対策を講じることは、犯罪を未然に防止する上からも非常

に重要です。

そこで、学校ごとの通学路等の安全点検を実施して、安心して通学等がで

きるように改善を行うなどの安全対策を推進します。

学校登下校パトロールの様子

Ⅳ - ３ -（３） 子ども１１０番事業への支援

所管課：生涯学習・学校地域連携課

活動主体：北区（生涯学習・学校地域連携課）、区民、警察

【概　要】 小学生の登下校時の安全確保のため、子どもが緊急時に逃げ込
める通学路周辺の民家、事業所等にプレートを貼付するＰＴＡ
活動を支援する。

Ⅳ - ３ -（４） 通学路の安全点検の実施

所管課：学校支援課、施設管理課、道路公園課

活動主体：北区（学校支援課、施設管理課、道路公園課）、警察、区民

【概　要】 小学生の登下校時の安全確保のため、区立小学校の通学路を警
察、ＰＴＡと協力して、子どもの安全に関する総合的な点検を
行う。

Ⅳ - ３ -（５） 遊具点検の実施

所管課：道路公園課、学校改築施設管理課、子どもわくわく課、保育課

活動主体：北区（道路公園課、学校改築施設管理課、子どもわくわく課、保
育課）

【概　要】 子どもの安全対策として、公園や学校等の遊具を計画的に点検
する。点検結果に基づき、必要に応じて、補修または撤去など
を行う。

Ⅳ - ３ -（6） 小学生への防犯ブザーの配付

所管課：生涯学習・学校地域連携課、危機管理課

活動主体：北区（生涯学習・学校地域連携課、危機管理課）

【概　要】 児童の防犯対策のため、小学生に防犯ブザーを配付する。

防犯ブザー
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　　４　子どもの安全のための連携推進

Ⅳ - ４ -（１） 北区サポートチーム協議会の設置・運営

所管課：教育指導課

活動主体：北区（教育指導課）、警察、関係団体、区民

【概　要】 児童・生徒にかかわる問題の迅速かつ適切な解決に向けて、区
立小中学校の児童・生徒のいじめや虐待、経済状況に起因する
貧困や生活指導上の問題などで、複数の関係機関が連携して支
援する必要があると判断されるケースについて、相互に連携し
て対応する「北区サポートチーム」をその都度発足し、対応す
る。
本チームは、警察、児童相談所、保護司、民生委員及び学校の
関係機関で組織する。

Ⅳ - ４ -（２） 合同連絡会議の開催

所管課：生涯学習・学校地域連携課、地域振興課

活動主体：北区（生涯学習・学校地域連携課、地域振興課）、区民、関係団
体

【概　要】 子どもの健全かつ安全な生活に向けて、青少年地区委員会、町
会・自治会、保護司会等が連携して夏休み・冬休みなどの長期
休業対策について協議する合同連絡会議を開催する。

Ⅳ - ４ -（３） 愛の一声運動の実施

所管課：生涯学習・学校地域連携課、地域振興課

活動主体：北区（生涯学習・学校地域連携課、地域振興課）

【概　要】 子どもの犯罪抑止や非行対策のため、青少年地区委員会、母の
会、町会・自治会、小中学校ＰＴＡ等が連携してパトロールを
実施し、防犯や非行防止の呼びかけを行う。

子どもを守るための取り組みは、学校をはじめ、区や警察など、行政のみ

の対応では決して十分とは言えず、保護者をはじめ、町会や自治会、関係団

体など地域全体で取り組むことが大切です。そのためには、それぞれの役割

分担を明確にした上で、その役割を責任持って果たしていくことが重要です。

そこで、学校をはじめ、区や警察など、保護者、町会、自治会、関係機関

などが役割分担を明確にするとともに、連携を図りながら、子どもの安全確

保のための取り組みを推進します。

Ⅳ - ４ -（４） 子ども見守りネットワークの活用

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課、総務課、地域振興課、教育指導課、障害者福
祉センター、子どもわくわく課、保育課）

【概　要】 子どもを犯罪から守るため、子どもを狙った犯罪などが発生し
た場合に、小学校や保育園、幼稚園、子どもセンター（児童
館）等の関係施設の所管課に対し、一斉にメール送信する等、
各施設への迅速な周知を行う。

Ⅳ - ４ -（５） 地域ふれあいパトロールの実施

所管課：子どもわくわく課

活動主体：北区（子どもわくわく課）、区民

【概　要】 児童の安全対策の一環として、児童館・子どもセンター、学童
クラブ周辺でパトロールを実施する。
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　　４　子どもの安全のための連携推進

Ⅳ - ４ -（１） 北区サポートチーム協議会の設置・運営

所管課：教育指導課

活動主体：北区（教育指導課）、警察、関係団体、区民

【概　要】 児童・生徒にかかわる問題の迅速かつ適切な解決に向けて、区
立小中学校の児童・生徒のいじめや虐待、経済状況に起因する
貧困や生活指導上の問題などで、複数の関係機関が連携して支
援する必要があると判断されるケースについて、相互に連携し
て対応する「北区サポートチーム」をその都度発足し、対応す
る。
本チームは、警察、児童相談所、保護司、民生委員及び学校の
関係機関で組織する。

Ⅳ - ４ -（２） 合同連絡会議の開催

所管課：生涯学習・学校地域連携課、地域振興課

活動主体：北区（生涯学習・学校地域連携課、地域振興課）、区民、関係団
体

【概　要】 子どもの健全かつ安全な生活に向けて、青少年地区委員会、町
会・自治会、保護司会等が連携して夏休み・冬休みなどの長期
休業対策について協議する合同連絡会議を開催する。

Ⅳ - ４ -（３） 愛の一声運動の実施

所管課：生涯学習・学校地域連携課、地域振興課

活動主体：北区（生涯学習・学校地域連携課、地域振興課）

【概　要】 子どもの犯罪抑止や非行対策のため、青少年地区委員会、母の
会、町会・自治会、小中学校ＰＴＡ等が連携してパトロールを
実施し、防犯や非行防止の呼びかけを行う。

子どもを守るための取り組みは、学校をはじめ、区や警察など、行政のみ

の対応では決して十分とは言えず、保護者をはじめ、町会や自治会、関係団

体など地域全体で取り組むことが大切です。そのためには、それぞれの役割

分担を明確にした上で、その役割を責任持って果たしていくことが重要です。

そこで、学校をはじめ、区や警察など、保護者、町会、自治会、関係機関

などが役割分担を明確にするとともに、連携を図りながら、子どもの安全確

保のための取り組みを推進します。

Ⅳ - ４ -（４） 子ども見守りネットワークの活用

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課、総務課、地域振興課、教育指導課、障害者福
祉センター、子どもわくわく課、保育課）

【概　要】 子どもを犯罪から守るため、子どもを狙った犯罪などが発生し
た場合に、小学校や保育園、幼稚園、子どもセンター（児童
館）等の関係施設の所管課に対し、一斉にメール送信する等、
各施設への迅速な周知を行う。

Ⅳ - ４ -（５） 地域ふれあいパトロールの実施

所管課：子どもわくわく課

活動主体：北区（子どもわくわく課）、区民

【概　要】 児童の安全対策の一環として、児童館・子どもセンター、学童
クラブ周辺でパトロールを実施する。
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Ⅴ　防犯のためのしくみづくり

　　１　地域安全活動の参加促進

Ⅴ - １ -（１） 北区安全・安心ネットワーク加入団体の募集

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 地域の安全・安心のため、地域において定期的にボランティア
でパトロールを行っていただく区民や区内事業者等を募集す
る。

Ⅴ - １ -（２） 北区安全・安心情報メール登録者の募集

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 地域の安全・安心のため、区内の防犯情報等を不定期に送信す
る北区安全・安心情報メールへの登録者を募集する。

★ Ⅴ - １ -（3） 防犯（学生）パトロールの加入促進

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 地域の防犯力向上のため、区内に所在する大学生を中心とした
若い世代に対し、防犯ボランティアへの加入を促進する。

Ⅴ - １ -（4） （再掲）ホームページを活用した情報提供

地域を安全で安心なまちにするためには、まず、多くの区民が積極的に生

活安全のための取り組みに参加することが大切です。そして、そうした活動

を行っている個人や団体が連携して防犯のための取り組みを行っていくこと

が必要です。さらに、区をあげたネットワークの構築を図ることも重要です。

そこで、一人でも多くの区民が参加できるようなしくみを構築するととも

に、地域における安全性を高めるための多様なネットワークの構築など、区

民と協働した防犯のためのしくみづくりに取り組みます。

地域の安全を推進するには、一人でも多くの区民が参加することで、防犯

パトロールをはじめとする地域安全活動の推進を図ることが必要です。

そこで、こうした活動に対する積極的な参加を促すとともに、参加を希望

する人々に対して、活動団体に関する情報を提供するとともに、団体結成に

関する助言など、必要に応じた取り組みの推進を図ります。

　　２　地域における防犯ネットワークの推進

Ⅴ - ２ -（１） 各小学校における子ども安全対策協議会の設置

所管課：生涯学習・学校地域連携課

活動主体：北区（生涯学習・学校地域連携課）、関係団体、区民

【概　要】 子どもの安全に向けた取組の推進を図るため、各小学校に警
察、ＰＴＡ、地域住民等による意見交換や情報交換を行う場と
しての協議会を設置する。

Ⅴ - ２ -（２）
おたがいさまネットワーク等を活用した
見守り体制の充実

所管課：長寿支援課

活動主体：北区（長寿支援課）、関係団体、区民

【概　要】 高齢者の防犯対策にも資するべく、支援を求めている高齢者に
対し、適切な支援ができるように、関係者が協力しあえるネッ
トワークの充実を図る。

Ⅴ - ２ -（３） 高齢者虐待防止センターの運営

所管課：高齢福祉課

活動主体：北区（高齢福祉課）

【概　要】 高齢者に対する虐待を防止するため、高齢者等からの相談を受
け付けるとともに、虐待事案への対応を行う。

Ⅴ - ２ -（４） 障害者虐待防止センターの運営

所管課：障害福祉課

活動主体：北区（障害福祉課）

【概　要】 障害者に対する虐待を防止するため、障害者等からの相談を受
け付けるとともに、虐待事案への対応を行う。

地域の安全を推進するには、各活動団体が単独で活動することも必要です

が、それぞれの活動団体が、連携することでより効果的な取り組みとなりま

す。また、区民、事業者、関係団体、関係機関等による連携を図る必要もあ

ります。

そこで、同じ目的を有する活動団体が相互に連携して取り組むことができ

るような地域における防犯ネットワークの構築を推進します。
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Ⅴ　防犯のためのしくみづくり

　　１　地域安全活動の参加促進

Ⅴ - １ -（１） 北区安全・安心ネットワーク加入団体の募集

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 地域の安全・安心のため、地域において定期的にボランティア
でパトロールを行っていただく区民や区内事業者等を募集す
る。

Ⅴ - １ -（２） 北区安全・安心情報メール登録者の募集

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 地域の安全・安心のため、区内の防犯情報等を不定期に送信す
る北区安全・安心情報メールへの登録者を募集する。

★ Ⅴ - １ -（3） 防犯（学生）パトロールの加入促進

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課）

【概　要】 地域の防犯力向上のため、区内に所在する大学生を中心とした
若い世代に対し、防犯ボランティアへの加入を促進する。

Ⅴ - １ -（4） （再掲）ホームページを活用した情報提供

地域を安全で安心なまちにするためには、まず、多くの区民が積極的に生

活安全のための取り組みに参加することが大切です。そして、そうした活動

を行っている個人や団体が連携して防犯のための取り組みを行っていくこと

が必要です。さらに、区をあげたネットワークの構築を図ることも重要です。

そこで、一人でも多くの区民が参加できるようなしくみを構築するととも

に、地域における安全性を高めるための多様なネットワークの構築など、区

民と協働した防犯のためのしくみづくりに取り組みます。

地域の安全を推進するには、一人でも多くの区民が参加することで、防犯

パトロールをはじめとする地域安全活動の推進を図ることが必要です。

そこで、こうした活動に対する積極的な参加を促すとともに、参加を希望

する人々に対して、活動団体に関する情報を提供するとともに、団体結成に

関する助言など、必要に応じた取り組みの推進を図ります。

　　２　地域における防犯ネットワークの推進

Ⅴ - ２ -（１） 各小学校における子ども安全対策協議会の設置

所管課：生涯学習・学校地域連携課

活動主体：北区（生涯学習・学校地域連携課）、関係団体、区民

【概　要】 子どもの安全に向けた取組の推進を図るため、各小学校に警
察、ＰＴＡ、地域住民等による意見交換や情報交換を行う場と
しての協議会を設置する。

Ⅴ - ２ -（２）
おたがいさまネットワーク等を活用した
見守り体制の充実

所管課：長寿支援課

活動主体：北区（長寿支援課）、関係団体、区民

【概　要】 高齢者の防犯対策にも資するべく、支援を求めている高齢者に
対し、適切な支援ができるように、関係者が協力しあえるネッ
トワークの充実を図る。

Ⅴ - ２ -（３） 高齢者虐待防止センターの運営

所管課：高齢福祉課

活動主体：北区（高齢福祉課）

【概　要】 高齢者に対する虐待を防止するため、高齢者等からの相談を受
け付けるとともに、虐待事案への対応を行う。

Ⅴ - ２ -（４） 障害者虐待防止センターの運営

所管課：障害福祉課

活動主体：北区（障害福祉課）

【概　要】 障害者に対する虐待を防止するため、障害者等からの相談を受
け付けるとともに、虐待事案への対応を行う。

地域の安全を推進するには、各活動団体が単独で活動することも必要です

が、それぞれの活動団体が、連携することでより効果的な取り組みとなりま

す。また、区民、事業者、関係団体、関係機関等による連携を図る必要もあ

ります。

そこで、同じ目的を有する活動団体が相互に連携して取り組むことができ

るような地域における防犯ネットワークの構築を推進します。
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　　３　区民等と区の協働の推進

Ⅴ - ３ -（１） 東京都北区生活安全推進協議会の開催

所管課：危機管理課

活動主体：北区、関係機関、関係団体

【概　要】 東京都北区生活安全条例に基づき、北区の安全・安心に関する
取り組みについて協議を行うため、東京都北区生活安全推進協
議会を開催する。

Ⅴ - ３ -（２） 北区生活安全推進協議会連絡委員会の開催

所管課：危機管理課

所管課：北区、関係機関、関係団体

【概　要】 東京都北区生活安全推進協議会の円滑な運営に向けて、本協議
会の下部組織として、東京都北区生活安全推進協議会連絡委員
会を設けている。

地域の安全を推進するためには、区民、事業者、関係団体及び関係機関等

と区が、互いに連携・協働して取り組んでいくことが必要です。

そこで、必要に応じて、それぞれが協議できる場を設定したり、協働事業

を実施したりするなど、地域における協働を推進します。

協議会の様子
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　　３　区民等と区の協働の推進

Ⅴ - ３ -（１） 東京都北区生活安全推進協議会の開催

所管課：危機管理課

活動主体：北区、関係機関、関係団体

【概　要】 東京都北区生活安全条例に基づき、北区の安全・安心に関する
取り組みについて協議を行うため、東京都北区生活安全推進協
議会を開催する。

Ⅴ - ３ -（２） 北区生活安全推進協議会連絡委員会の開催

所管課：危機管理課

所管課：北区、関係機関、関係団体

【概　要】 東京都北区生活安全推進協議会の円滑な運営に向けて、本協議
会の下部組織として、東京都北区生活安全推進協議会連絡委員
会を設けている。

地域の安全を推進するためには、区民、事業者、関係団体及び関係機関等

と区が、互いに連携・協働して取り組んでいくことが必要です。

そこで、必要に応じて、それぞれが協議できる場を設定したり、協働事業

を実施したりするなど、地域における協働を推進します。

協議会の様子
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Ⅴ - ３ -（３） 東京都北区「安全・安心」・快適戦略推進本部の開催

所管課：危機管理課

活動主体：北区

【概　要】 北区における４大戦略の一つである「安全・安心」・快適戦略
を全庁的に推進するため、「安全・安心」・快適戦略本部を適
宜開催している。
本部の構成としては、本部長を副区長とし、副本部長は危機管
理室長、本部員は各部長である。

Ⅴ - ３ -（４） 暴力団排除にむけたしくみづくりの推進

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課等）

【概　要】 「安全で安心してくらせるまち、北区」の更なる実現に向け
て、区民、事業者及び関係行政機関等が連携して地域社会全体
として暴力団を排除するためのしくみづくりを推進していく。

Ⅴ - ３ -（５）

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技
大会を見据えた安全・安心なまちづくりに関する
協議の推進

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課等）、警察

【概　要】 ２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催
を見据え、国際テロ等の未然防止対策や治安対策など安全・安
心なまちづくりの強化を目的として、区と区内３警察署におい
て、国際テロ等の未然防止対策、防犯カメラ対策、交通安全対
策、地震・風水害対策等について協議を推進していく。

Ⅴ - ３ -（６） 北区ながら見守り活動の推進

所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課等）、警察、郵便局、信用金庫

【概　要】 犯罪の未然防止対策や治安対策など安全・安心まちづくりをさ
らに強化するため、区と王子・赤羽郵便局、東京都信用金庫協
会及び区内３警察署と協定を締結し、犯罪・事故等の情報収取
や局員・しんきん員による見守り活動の実行、各種犯罪情報の
提供等を推進していく。
さらに、今後は連携・協力が得られる事業者を増やしていく。

Ⅴ - ３ -（７） 中小企業のサイバーセキュリティ対策の推進

所管課：危機管理課
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【概　要】 区、東京商工会議所北支部、警察署は、サイバーセキュリティ
に関する協定を締結し、相互に協力して、区内に所在する中小
企業の事業者におけるサイバーセキュリティ意識の向上及びサ
イバー犯罪による被害防止を図る。

締結式の様子

ステッカーを貼った郵便車
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や局員・しんきん員による見守り活動の実行、各種犯罪情報の
提供等を推進していく。
さらに、今後は連携・協力が得られる事業者を増やしていく。
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所管課：危機管理課

活動主体：北区（危機管理課等）、警察、東京商工会議所北支部

【概　要】 区、東京商工会議所北支部、警察署は、サイバーセキュリティ
に関する協定を締結し、相互に協力して、区内に所在する中小
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．第４章 計画の実現に向けて

１．基本的な役割分担 

生活安全の推進にあたっては、区民、関係団体、事業者、警察・消防などの関係機関

及び区が緊密な連携の下、一体となって推進していくことが重要です。 

そのため、それぞれが基本的に果たすべき役割を以下のとおりとします。 

（１）区の役割 

○ 生活安全に関する広報及び啓発

○ 区民、関係団体、事業者、土地所有者等による生活安全に関する自主的活動に対す

る支援

○ 生活安全を推進するための環境の整備

○ 区民の生活安全のための施策の推進

○ 関係機関、関係団体、事業者、土地所有者等及び区民との緊密な連携の構築及び推

進

○ 新たな建築物の防犯への配慮について警察との協議を指導

（２）区民の役割 

○ 自らの生活が安全に営まれる環境の確保への努力

○ 区などが実施する生活安全に関する施策への協力

○ 生活安全に関する自主的活動への積極的な参加

（３）警察の役割 

○ 区民の防犯等の確保に必要な措置の実施

○ 区などが実施する防犯等に関する施策への積極的な協力

○ 区、関係団体、事業者、土地所有者等及び区民に対して、防犯等に関する情報提供

への努力

（４）消防の役割 

○ 放火予防に必要な措置の実施

○ 区などが実施する放火予防に関する施策への積極的な協力

○ 区、関係団体、事業者、土地所有者等及び区民に対して、放火予防に関する情報提

供への努力

（５）関係団体の役割 

○ 区などが実施する生活安全に関する施策への協力

（６）事業者の役割 

○ 犯罪を防止するための設備の設置その他必要な措置の実施

○ 区などが実施する生活安全に関する施策への協力

○ 区民の生活安全を阻害するおそれのある勧誘、宣伝行為の自粛

（７）土地所有者等の役割 

○ 所有、占有又は管理する土地又は建築物等に係る安全な環境の確保への努力

○ 区民の生活安全のために必要な措置の実施

○ 区などが実施する生活安全に関する施策への協力

２．区における推進体制の整備 

区はこれまで、北区生活安全条例の制定をはじめ、庁内・区内にそれぞれ推進の拠り

所となるしくみを構築するなど、積極的に取り組んできました。 

今後も、これまでの仕組みを生かしつつ、さらに機能強化を図るとともに、必要に応

じて、新たな組織を構築するなど、プランの着実な推進を図ります。 

（１）東京都北区生活安全推進協議会 

東京都北区生活安全条例の推進に資するため、区内の関係団体の代表者等により構成

する組織で、定期的に開催しています。 

また、本協議会の下部組織である東京都北区生活安全推進協議会連絡委員会について

も、同様の取り組みに努めます。 

（２）北区安全・安心ネットワーク 

誰もが安全で安心して生活することのできる地域環境を整備するため、区民、事業者

及び関係機関が連携しながらネットワークの構築を図っています。 

また、登録した団体・事業者へは情報提供や活動事例の共有化などにより、活動の活

発化を進めます。 

（３）「安全・安心」・快適戦略推進本部 

北区基本計画において、区民と協働のもと誰もが安全で安心して暮らせる快適な社会

を創出するとともに、これらの新たな課題に対して適切かつ迅速な対応を図るため、「安

全・安心」・快適戦略を掲げています。そして、副区長を本部長として教育長及び各部

長を本部員とする「安全・安心」・快適戦略推進本部を設置して、全庁的な推進を図っ

ています。 

３．国・東京都との連携強化 

施策の推進にあたっては、北区における生活安全の課題に適切に対応していくために

は、広域的・制度的な対応が必要となっています。このため、国や東京都と連携した取

り組みを推進するとともに、必要に応じて提案・要望を行っていきます。 

４．計画的な推進 

プランの推進にあたっては、区民のニーズや社会情勢の変化などをふまえ、毎年度、

事業計画を作成し、「北区生活安全推進協議会」における審議を経て、計画的な推進に

努めます。 
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．第４章 計画の実現に向けて

１．基本的な役割分担 

生活安全の推進にあたっては、区民、関係団体、事業者、警察・消防などの関係機関

及び区が緊密な連携の下、一体となって推進していくことが重要です。 

そのため、それぞれが基本的に果たすべき役割を以下のとおりとします。 

（１）区の役割 

○ 生活安全に関する広報及び啓発

○ 区民、関係団体、事業者、土地所有者等による生活安全に関する自主的活動に対す
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○ 区民の生活安全のための施策の推進

○ 関係機関、関係団体、事業者、土地所有者等及び区民との緊密な連携の構築及び推

進

○ 新たな建築物の防犯への配慮について警察との協議を指導

（２）区民の役割 

○ 自らの生活が安全に営まれる環境の確保への努力
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○ 区などが実施する生活安全に関する施策への協力

○ 区民の生活安全を阻害するおそれのある勧誘、宣伝行為の自粛

（７）土地所有者等の役割 
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東 京 都 北 区 生 活 安 全 条 例

平成一五年一二月五日

条例第三七号  

（目的）

第一条 この条例は、区民の生活安全に関する意識の高揚を図るとともに、地域

における犯罪を防止するため、東京都北区（以下「区」という。）、関係機関、関係

団体、事業者、土地所有者等及び区民が、相互に連携した活動を行うことにより、

安心して生活することができるまちづくりに寄与することを目的とする。

（定義）

第二条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定める

ところによる。

一 区民 区の区域内に居住又は滞在する者（区内を通過するものを含む。）をい

う。

二 生活安全 犯罪から区民の生命、身体及び財産を守り、区民が安心して生活

することができることをいう。

三 関係機関 区の区域を管轄する警察署、消防署その他の生活安全に関する事

務を所管する官公庁をいう。

四 関係団体 防犯協会等、生活安全に関する活動を行う団体をいう。

五 事業者 区内で事業活動を行う者をいう。

六 土地所有者等 区内に所在する土地又は建築物その他の工作物を所有し、占

有し、又は管理する者をいう。

（区の責務）

第三条 区は、第一条の目的を達成するため、次に掲げる事項について必要な施

策を実施するよう努めるものとする。

一 生活安全に関する広報及び啓発

二 区民、関係団体、事業者、土地所有者等による生活安全に関する自主的活動

に対する支援

三 生活安全を推進するための環境の整備

四 前各号に掲げるもののほか、第一条の目的を達成するために必要な事項

２ 区は、前項の施策の実施にあたつては、関係機関、関係団体、事業者、土地

所有者等及び区民と緊密な連携を図るものとする。

３ 区は、共同住宅及び店舗その他の不特定多数の者が利用する建築物であつて、

東京都北区規則（以下「規則」という。）で定めるものについて建築基準法（昭和

二十五年法律第二百一号）第六条第一項の規定により区の建築主事の確認を受けよ

参考資料
うとする建築主に対し、犯罪の防止に配慮した設備の設置に関して、当該建築物の

所在地を管轄する警察署と協議するよう指導するものとする。

（区民の責務）

第四条 区民は、自らの生活が安全に営まれる環境の確保に努めるとともに、区な

どが実施する生活安全に関する施策に協力するものとする。

（関係機関の責務）

第五条 関係機関は、区民の生活安全の確保に必要な措置を講ずるよう努めるとと

もに、区などが実施する生活安全に関する施策に積極的に協力するものとする。

２ 関係機関は、区、関係団体、事業者、土地所有者等及び区民に対し、生活安全

に関する情報提供に努めるものとする。

（関係団体の責務）

第六条 関係団体は、区などが実施する生活安全に関する施策に協力するものとす

る。

（事業者の責務）

第七条 事業者は、事業活動を行うにあたり、犯罪を防止するための設備の設置そ

の他の必要な措置を講ずるよう努めるものとする。

２ 事業者は、区などが実施する生活安全に関する施策に協力するものとする。

３ 事業者は、区民の生活安全を阻害するおそれのある勧誘、宣伝行為等を自粛し

なければならない。

（土地所有者等の責務）

第八条 土地所有者等は、その所有し、占有し、又は管理する土地又は建築物その

他の工作物に係る安全な環境の確保及び区民の生活安全の確保に必要な措置を講

ずるよう努めるとともに、区などが実施する生活安全に関する施策に協力するもの

とする。

（生活安全推進協議会の設置）

第九条 区は、この条例の目的を達成するため生活安全推進協議会を置く。

（委任）

第十条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。

付 則

この条例は、平成十六年四月一日から施行する。
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東 京 都 北 区 生 活 安 全 条 例

平成一五年一二月五日

条例第三七号  

（目的）

第一条 この条例は、区民の生活安全に関する意識の高揚を図るとともに、地域

における犯罪を防止するため、東京都北区（以下「区」という。）、関係機関、関係

団体、事業者、土地所有者等及び区民が、相互に連携した活動を行うことにより、

安心して生活することができるまちづくりに寄与することを目的とする。

（定義）

第二条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定める

ところによる。

一 区民 区の区域内に居住又は滞在する者（区内を通過するものを含む。）をい

う。

二 生活安全 犯罪から区民の生命、身体及び財産を守り、区民が安心して生活

することができることをいう。

三 関係機関 区の区域を管轄する警察署、消防署その他の生活安全に関する事

務を所管する官公庁をいう。

四 関係団体 防犯協会等、生活安全に関する活動を行う団体をいう。

五 事業者 区内で事業活動を行う者をいう。

六 土地所有者等 区内に所在する土地又は建築物その他の工作物を所有し、占

有し、又は管理する者をいう。

（区の責務）

第三条 区は、第一条の目的を達成するため、次に掲げる事項について必要な施

策を実施するよう努めるものとする。

一 生活安全に関する広報及び啓発

二 区民、関係団体、事業者、土地所有者等による生活安全に関する自主的活動

に対する支援

三 生活安全を推進するための環境の整備

四 前各号に掲げるもののほか、第一条の目的を達成するために必要な事項

２ 区は、前項の施策の実施にあたつては、関係機関、関係団体、事業者、土地

所有者等及び区民と緊密な連携を図るものとする。

３ 区は、共同住宅及び店舗その他の不特定多数の者が利用する建築物であつて、

東京都北区規則（以下「規則」という。）で定めるものについて建築基準法（昭和

二十五年法律第二百一号）第六条第一項の規定により区の建築主事の確認を受けよ

参考資料
うとする建築主に対し、犯罪の防止に配慮した設備の設置に関して、当該建築物の

所在地を管轄する警察署と協議するよう指導するものとする。

（区民の責務）

第四条 区民は、自らの生活が安全に営まれる環境の確保に努めるとともに、区な

どが実施する生活安全に関する施策に協力するものとする。

（関係機関の責務）

第五条 関係機関は、区民の生活安全の確保に必要な措置を講ずるよう努めるとと

もに、区などが実施する生活安全に関する施策に積極的に協力するものとする。

２ 関係機関は、区、関係団体、事業者、土地所有者等及び区民に対し、生活安全

に関する情報提供に努めるものとする。

（関係団体の責務）

第六条 関係団体は、区などが実施する生活安全に関する施策に協力するものとす

る。

（事業者の責務）

第七条 事業者は、事業活動を行うにあたり、犯罪を防止するための設備の設置そ

の他の必要な措置を講ずるよう努めるものとする。

２ 事業者は、区などが実施する生活安全に関する施策に協力するものとする。

３ 事業者は、区民の生活安全を阻害するおそれのある勧誘、宣伝行為等を自粛し

なければならない。

（土地所有者等の責務）

第八条 土地所有者等は、その所有し、占有し、又は管理する土地又は建築物その

他の工作物に係る安全な環境の確保及び区民の生活安全の確保に必要な措置を講

ずるよう努めるとともに、区などが実施する生活安全に関する施策に協力するもの

とする。

（生活安全推進協議会の設置）

第九条 区は、この条例の目的を達成するため生活安全推進協議会を置く。

（委任）

第十条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。

付 則

この条例は、平成十六年四月一日から施行する。
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東 京 都 北 区 生 活 安 全 条 例 施 行 規 則

平成一六年三月一七日

規則第八号  

改正 平成一七年 三月三一日規則第五七号

平成一九年 三月三〇日規則第四三号

平成二〇年 三月二七日規則第二一号

（趣旨）

第一条 この規則は、東京都北区生活安全条例（平成十五年十二月東京都北区条例

第三十七号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。

（建築主に対する指導）

第二条 条例第三条第三項に規定する建築物は次のとおりとする。

一 共同住宅で階数が三階建て以上又は十五戸以上の戸数を有するもの

二 物品販売業を営む店舗で、延べ面積が五百平方メートル以上のもの

三 コンビニエンスストアその他の長時間営業の店舗

四 飲食店で、延べ面積が百五十平方メートル以上のもの

五 旅館、ホテル等の宿泊施設を有するもの

六 不特定多数の者が利用する遊技場、劇場、映画館等の用途に供するもの

（生活安全推進協議会）

第三条 条例第九条に規定する生活安全推進協議会として、東京都北区生活安全推

進協議会（以下「推進協議会」という。）を置く。

２ 推進協議会は、生活安全に関する問題の現状把握に努めるとともに、生活安全

に関する施策の実施に関し必要な事項について協議する。

（推進協議会の組織）

第四条 推進協議会は、三十五人以内の委員で組織し、委員は、次に掲げる者のう

ちから、区長が委嘱し、又は任命する。

一 防犯協会の代表者

二 町会、自治会及び青少年関係団体等の代表者

三 東京都北区議会議員

四 学識経験者

五 東京都北区（以下「区」という。）の区域を管轄する警察署、消防署及び区

の職員

六 前各号に掲げるもののほか、区長が必要と認める者

２ 委員の任期は二年とし、再任されることを妨げない。ただし、補欠の委員の任

期は前任者の残任期間とする。

３ 推進協議会に会長を置き、区長をもつて充てる。

４ 会長は、推進協議会を招集し、会務を総理する。

５ 会長に事故あるときは、あらかじめ会長の指定する委員がその職務を代理する。 
６ 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、意見を

聞き、又は委員以外の者に資料の提出を求めることができる。

（連絡委員会の設置）

第五条 推進協議会に、第三条第二項に規定する協議に必要な事項を調査審議させ

るため、及びその運営に関する事項を審議させるため、東京都北区生活安全推進協

議会連絡委員会（以下「連絡委員会」という。）を置く。

（庶務）

第六条 推進協議会及び連絡委員会に関する庶務は、危機管理室危機管理課におい

て処理する。

（委任）

第七条 この規則の施行に関し必要な事項は、区長が別に定める。

付 則

この規則は、平成十六年四月一日から施行する。

付 則（平成一七年三月三一日規則第五七号）

この規則は、平成十七年四月一日から施行する。

付 則（平成一九年三月三〇日規則第四三号）

この規則は、平成十九年四月一日から施行する。

付 則（平成二〇年三月二七日規則第二一号）

この規則は、平成二十年四月一日から施行する。
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東 京 都 北 区 生 活 安 全 条 例 施 行 規 則

平成一六年三月一七日

規則第八号  

改正 平成一七年 三月三一日規則第五七号

平成一九年 三月三〇日規則第四三号

平成二〇年 三月二七日規則第二一号

（趣旨）

第一条 この規則は、東京都北区生活安全条例（平成十五年十二月東京都北区条例

第三十七号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。

（建築主に対する指導）

第二条 条例第三条第三項に規定する建築物は次のとおりとする。

一 共同住宅で階数が三階建て以上又は十五戸以上の戸数を有するもの

二 物品販売業を営む店舗で、延べ面積が五百平方メートル以上のもの

三 コンビニエンスストアその他の長時間営業の店舗

四 飲食店で、延べ面積が百五十平方メートル以上のもの

五 旅館、ホテル等の宿泊施設を有するもの

六 不特定多数の者が利用する遊技場、劇場、映画館等の用途に供するもの

（生活安全推進協議会）

第三条 条例第九条に規定する生活安全推進協議会として、東京都北区生活安全推

進協議会（以下「推進協議会」という。）を置く。

２ 推進協議会は、生活安全に関する問題の現状把握に努めるとともに、生活安全

に関する施策の実施に関し必要な事項について協議する。

（推進協議会の組織）

第四条 推進協議会は、三十五人以内の委員で組織し、委員は、次に掲げる者のう

ちから、区長が委嘱し、又は任命する。

一 防犯協会の代表者

二 町会、自治会及び青少年関係団体等の代表者

三 東京都北区議会議員

四 学識経験者

五 東京都北区（以下「区」という。）の区域を管轄する警察署、消防署及び区

の職員

六 前各号に掲げるもののほか、区長が必要と認める者

２ 委員の任期は二年とし、再任されることを妨げない。ただし、補欠の委員の任

期は前任者の残任期間とする。

３ 推進協議会に会長を置き、区長をもつて充てる。

４ 会長は、推進協議会を招集し、会務を総理する。

５ 会長に事故あるときは、あらかじめ会長の指定する委員がその職務を代理する。 
６ 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、意見を

聞き、又は委員以外の者に資料の提出を求めることができる。

（連絡委員会の設置）

第五条 推進協議会に、第三条第二項に規定する協議に必要な事項を調査審議させ

るため、及びその運営に関する事項を審議させるため、東京都北区生活安全推進協

議会連絡委員会（以下「連絡委員会」という。）を置く。

（庶務）

第六条 推進協議会及び連絡委員会に関する庶務は、危機管理室危機管理課におい

て処理する。

（委任）

第七条 この規則の施行に関し必要な事項は、区長が別に定める。

付 則

この規則は、平成十六年四月一日から施行する。

付 則（平成一七年三月三一日規則第五七号）

この規則は、平成十七年四月一日から施行する。

付 則（平成一九年三月三〇日規則第四三号）

この規則は、平成十九年四月一日から施行する。

付 則（平成二〇年三月二七日規則第二一号）

この規則は、平成二十年四月一日から施行する。
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東京都北区生活安全推進協議会設置要綱

１６北総総第４７号

平成１６年４月７日

(目的)
第１条 この要綱は、東京都北区生活安全条例（平成１５年１２月東京都北区条例第

３７号。以下「条例」という。）第９条に規定する生活安全推進協議会（以下「推

進協議会」という。）の設置について、条例、東京都北区生活安全条例施行規則（平

成１６年３月東京都北区規則第８号。以下｢規則」という。）で定めるもののほか必

要な事項を定めるものとする。

（防犯協会の代表者）

第２条 規則第４条第１項第１号の防犯協会の代表者は、次に掲げる者とする。

（１）王子防犯協会会長

（２）赤羽防犯協会会長

（３）滝野川防犯協会会長

（４）王子ｱﾊﾟｰﾄ・ﾏﾝｼｮﾝ防犯協力会会長

（５）赤羽ｱﾊﾟｰﾄ・ﾏﾝｼｮﾝ防犯協力会会長

（町会、自治会及び青少年関係団体等の代表者）

第３条 規則第４条第１項第２号の町会、自治会及び青少年関係団体等の代表者は、

次に掲げる者とする。

（１）王子地区町会自治会連合会会長

（２）赤羽地区町会自治会連合会会長

（３）滝野川自治会連合会会長

（４）北区商店街連合会会長

（５）公益社団法人王子法人会会長

（６）青少年地区協議会会長

（７）区立小学校ＰＴＡ連合会会長

（８）区立中学校ＰＴＡ連合会会長

（９）北区内私立小学校、私立中学校及び私立高等学校の代表者

（10）北区民生委員・児童委員協議会会長

（11）北区シニアクラブ連合会会長

（東京都北区議会議員）

第４条 規則第４条第１項第３号の東京都北区議会議員は、東京都北区議会が推薦す

る議員２名とする。

（学識経験者）

第５条 規則第４条第１項第４号の学識経験者は、東京都北区情報公開・個人情報保

護制度運営審議会会長とする。

（警察署、消防署及び区の職員）

第６条  条例第４条第１項第５号の警察署、消防署及び区の職員は、次に掲げる者と

する。

（１）滝野川警察署長

（２）王子警察署長

（３）赤羽警察署長

（４）王子消防署長

（５）北区地域振興部長

（６）北区健康福祉部長

（７）北区まちづくり部長

（８）北区土木部長

（９）北区教育委員会事務局教育振興部長

（10）北区教育委員会事務局子ども未来部長

（11）区立小学校長会会長

（12）区立中学校長会会長

（委任）

第７条 この要綱に定めるもののほか、推進協議会の設置について必要な事項は危機

管理室長が別に定める。

  付 則

 この要綱は、平成１６年４月７日から施行する。

付 則（平成１７年３月３１日助役専決１６北総総第１５９１号）

この要綱は、平成１７年４月１日から施行する。

付 則（平成１７年１１月１日区長決裁１７北総危第７０号）

この要綱は、平成１７年１２月１日から施行する。

付 則（平成１８年１２月１日区長決裁１８北総危第１３３号）

この要綱は、平成１８年１２月１日から施行する。

付 則（平成２０年３月３１日区長決裁１９北危危第１８０５号）

この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。

付 則（平成２０年５月２９日副区長専決２０北危危第１１６６号）

この要綱は、平成２０年６月１日から施行する。

付 則

この要綱は、平成２７年１２月１５日から施行する。
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東京都北区生活安全推進協議会設置要綱

１６北総総第４７号

平成１６年４月７日

(目的)
第１条 この要綱は、東京都北区生活安全条例（平成１５年１２月東京都北区条例第

３７号。以下「条例」という。）第９条に規定する生活安全推進協議会（以下「推

進協議会」という。）の設置について、条例、東京都北区生活安全条例施行規則（平

成１６年３月東京都北区規則第８号。以下｢規則」という。）で定めるもののほか必

要な事項を定めるものとする。

（防犯協会の代表者）

第２条 規則第４条第１項第１号の防犯協会の代表者は、次に掲げる者とする。

（１）王子防犯協会会長

（２）赤羽防犯協会会長

（３）滝野川防犯協会会長

（４）王子ｱﾊﾟｰﾄ・ﾏﾝｼｮﾝ防犯協力会会長

（５）赤羽ｱﾊﾟｰﾄ・ﾏﾝｼｮﾝ防犯協力会会長

（町会、自治会及び青少年関係団体等の代表者）

第３条 規則第４条第１項第２号の町会、自治会及び青少年関係団体等の代表者は、

次に掲げる者とする。

（１）王子地区町会自治会連合会会長

（２）赤羽地区町会自治会連合会会長

（３）滝野川自治会連合会会長

（４）北区商店街連合会会長

（５）公益社団法人王子法人会会長

（６）青少年地区協議会会長

（７）区立小学校ＰＴＡ連合会会長

（８）区立中学校ＰＴＡ連合会会長

（９）北区内私立小学校、私立中学校及び私立高等学校の代表者

（10）北区民生委員・児童委員協議会会長

（11）北区シニアクラブ連合会会長

（東京都北区議会議員）

第４条 規則第４条第１項第３号の東京都北区議会議員は、東京都北区議会が推薦す

る議員２名とする。

（学識経験者）

第５条 規則第４条第１項第４号の学識経験者は、東京都北区情報公開・個人情報保

護制度運営審議会会長とする。

（警察署、消防署及び区の職員）

第６条  条例第４条第１項第５号の警察署、消防署及び区の職員は、次に掲げる者と

する。

（１）滝野川警察署長

（２）王子警察署長

（３）赤羽警察署長

（４）王子消防署長

（５）北区地域振興部長

（６）北区健康福祉部長

（７）北区まちづくり部長

（８）北区土木部長

（９）北区教育委員会事務局教育振興部長

（10）北区教育委員会事務局子ども未来部長

（11）区立小学校長会会長

（12）区立中学校長会会長

（委任）

第７条 この要綱に定めるもののほか、推進協議会の設置について必要な事項は危機

管理室長が別に定める。

  付 則

 この要綱は、平成１６年４月７日から施行する。

付 則（平成１７年３月３１日助役専決１６北総総第１５９１号）

この要綱は、平成１７年４月１日から施行する。

付 則（平成１７年１１月１日区長決裁１７北総危第７０号）

この要綱は、平成１７年１２月１日から施行する。

付 則（平成１８年１２月１日区長決裁１８北総危第１３３号）

この要綱は、平成１８年１２月１日から施行する。

付 則（平成２０年３月３１日区長決裁１９北危危第１８０５号）

この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。

付 則（平成２０年５月２９日副区長専決２０北危危第１１６６号）

この要綱は、平成２０年６月１日から施行する。

付 則

この要綱は、平成２７年１２月１５日から施行する。
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付 則

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。

付 則

 この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。

東京都北区生活安全推進協議会連絡委員会設置要綱

16北総総第４８号  
平成16年４月７日  

（目的）

第１条 この要綱は、東京都北区生活安全条例施行規則（平成１６年３月東

京都北区 規則第８号）第５条に規定する、東京都北区生活安全推進協議

会連絡委員会（以下 「連絡委員会」という。）の設置及びその運営に必

要な事項を定めることを目的とする。

 （構成）

第２条 連絡委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって構成する。

２ 委員長は、危機管理室長の職にある者をもって充て、連絡委員会を統括

する。

３ 副委員長は、一人とし、委員の中から委員長が指名し、委員長に事故ある

ときは、 その職務を代理する。

４ 委員は、別表に掲げる職にある者とする。

 （委員長の職務）

第３条 委員長は、連絡委員会を代表し、必要に応じ連絡委員会を開催する。

２ 委員長は、必要があると認めたときは、委員以外の者を連絡委員会に出

席させることができる。

 （その他）

第４条 この要綱に定めるもののほか、連絡委員会の運営に関し必要な事項

は、委員長が定める。

 付 則

この要綱は、平成１６年４月7日から施行する。

 付 則（平成１７年３月３１日助役専決１６北総総第１５９２号）

この要綱は、平成１７年４月１日から施行する。

 付 則（平成１８年１２月１日区長決裁１８北総危第１３４号）

この要綱は、平成１８年１２月１日から施行する。

  付 則（平成２０年５月１６日区長決裁２０北危危１１３９号）

この要綱は、平成２０年５月１６日から施行する。
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付 則

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。

付 則

 この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。

東京都北区生活安全推進協議会連絡委員会設置要綱

16北総総第４８号  
平成16年４月７日  

（目的）

第１条 この要綱は、東京都北区生活安全条例施行規則（平成１６年３月東

京都北区 規則第８号）第５条に規定する、東京都北区生活安全推進協議

会連絡委員会（以下 「連絡委員会」という。）の設置及びその運営に必

要な事項を定めることを目的とする。

 （構成）

第２条 連絡委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって構成する。

２ 委員長は、危機管理室長の職にある者をもって充て、連絡委員会を統括

する。

３ 副委員長は、一人とし、委員の中から委員長が指名し、委員長に事故ある

ときは、 その職務を代理する。

４ 委員は、別表に掲げる職にある者とする。

 （委員長の職務）

第３条 委員長は、連絡委員会を代表し、必要に応じ連絡委員会を開催する。

２ 委員長は、必要があると認めたときは、委員以外の者を連絡委員会に出

席させることができる。

 （その他）

第４条 この要綱に定めるもののほか、連絡委員会の運営に関し必要な事項

は、委員長が定める。

 付 則

この要綱は、平成１６年４月7日から施行する。

 付 則（平成１７年３月３１日助役専決１６北総総第１５９２号）

この要綱は、平成１７年４月１日から施行する。

 付 則（平成１８年１２月１日区長決裁１８北総危第１３４号）

この要綱は、平成１８年１２月１日から施行する。

  付 則（平成２０年５月１６日区長決裁２０北危危１１３９号）

この要綱は、平成２０年５月１６日から施行する。



58

付 則（平成２２年３月３日副区長専決２１北危危第１８８９号）

この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。

 付 則

 この要綱は、平成２６年７月１６日から施行する。

付 則

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。

 付 則

 この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。

 付 則

 この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。

別 表〈第２条関係〉

委員長  危機管理室長

委 員  多様性社会推進課長

  防災課長

  地域振興課長

  産業振興課長

  健康福祉課長

  高齢福祉課長

  長寿支援課長

  障害福祉課長

  建築課長

道路公園課長

  学校改築施設管理課長

生涯学習・学校地域連携課長

  教育指導課長

  子ども未来課長

  子どもわくわく課長

保育課長  

子ども家庭支援センター所長

滝野川警察署生活安全課長

  王子警察署生活安全課長

  赤羽警察署生活安全課長

  王子消防署警防課長

東京都北区生活安全推進プラン検討委員会設置要綱

19 北危危第 1018 号 
 平成 19 年４月 10 日 

 (目的)  
第１条 この要綱は、東京都北区生活安全条例施行規則（平成１６年３月東京都北

区規則第８号。）第７条に基づき、東京都北区生活安全条例（平成１５年１２月

東京都北区条例第３７号。以下「条例」という。）が目的とする事項にかかわる

計画（以下「計画」という。）を検討するため、東京都北区生活安全推進プラン

検討委員会（以下「委員会」という。）を設置することを目的とする。

 （所掌事務）

第２条 委員会は、設置目的を達成するために、次の各号に掲げる事項を所掌する。 
（１）計画（案）の決定に関する事項

（２）その他区長が必要と認める事項

 （構 成）

第３条 委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって構成する。

２ 委員長は、危機管理室長をもって充てる。

３ 委員長は、委員会を招集し、会務を総理する。

４ 副委員長は、警察署長の代表者をもって充てる。

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は委員長が欠けたと

きは、その職務を代理する。

６ 委員会の構成員は、別表第１に掲げる職にある者をもって充てる。

（委員の任期）

第４条 委員の任期は、委員会が第２条に規定する検討（案）を決定したときに満

了する。

（会議）

第５条 委員会は、過半数の委員の出席がなければ、会議を開くことができない。 
２ 委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委

員長の決するところによる。

（委員以外の者の出席等）

第６条  委員長は、必要と認めるときは、委員以外の者を会議に出席させることが

できる。
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付 則（平成２２年３月３日副区長専決２１北危危第１８８９号）

この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。

 付 則

 この要綱は、平成２６年７月１６日から施行する。

付 則

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。

 付 則

 この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。

 付 則

 この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。

別 表〈第２条関係〉

委員長  危機管理室長

委 員  多様性社会推進課長

  防災課長

  地域振興課長

  産業振興課長

  健康福祉課長

  高齢福祉課長

  長寿支援課長

  障害福祉課長

  建築課長

道路公園課長

  学校改築施設管理課長

生涯学習・学校地域連携課長

  教育指導課長

  子ども未来課長

  子どもわくわく課長

保育課長  

子ども家庭支援センター所長

滝野川警察署生活安全課長

  王子警察署生活安全課長

  赤羽警察署生活安全課長

  王子消防署警防課長

東京都北区生活安全推進プラン検討委員会設置要綱

19 北危危第 1018 号 
 平成 19 年４月 10 日 

 (目的)  
第１条 この要綱は、東京都北区生活安全条例施行規則（平成１６年３月東京都北

区規則第８号。）第７条に基づき、東京都北区生活安全条例（平成１５年１２月

東京都北区条例第３７号。以下「条例」という。）が目的とする事項にかかわる

計画（以下「計画」という。）を検討するため、東京都北区生活安全推進プラン

検討委員会（以下「委員会」という。）を設置することを目的とする。

 （所掌事務）

第２条 委員会は、設置目的を達成するために、次の各号に掲げる事項を所掌する。 
（１）計画（案）の決定に関する事項

（２）その他区長が必要と認める事項

 （構 成）

第３条 委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって構成する。

２ 委員長は、危機管理室長をもって充てる。

３ 委員長は、委員会を招集し、会務を総理する。

４ 副委員長は、警察署長の代表者をもって充てる。

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は委員長が欠けたと

きは、その職務を代理する。

６ 委員会の構成員は、別表第１に掲げる職にある者をもって充てる。

（委員の任期）

第４条 委員の任期は、委員会が第２条に規定する検討（案）を決定したときに満

了する。

（会議）

第５条 委員会は、過半数の委員の出席がなければ、会議を開くことができない。 
２ 委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委

員長の決するところによる。

（委員以外の者の出席等）

第６条  委員長は、必要と認めるときは、委員以外の者を会議に出席させることが

できる。
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 （幹事会）

第７条 委員会の審議に必要な事項について調査研究するため、委員会の下に東京

都北区生活安全推進プラン検討委員会幹事会（以下「幹事会」という。）を置く。

２ 幹事会の幹事長は、危機管理室長をもって充てる。

３ 幹事会の幹事長は、幹事会を招集し、会務を総理する。

４ 幹事会の構成員は、別表第２に掲げる職にある者をもって充てる。

５ 幹事長は、必要と認めるときは、幹事会の会議に前項に掲げる幹事以外の者を

出席させることができる。

 （庶務）

第８条 委員会及び幹事会の庶務は、危機管理室危機管理課が行う。

 （委任）

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は危機管

理室長が定める。

付 則

この要綱は、平成１９年４月１０日から施行する。

 付 則（平成２６年４月８日副区長専決２６北危危第１０３０号）

この要綱は、平成２６年５月１日から施行する。

 付 則

 この要綱は、平成２６年７月１６日から施行する。

付 則

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。

付 則

この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。

別表第１（第 3 条関係） 

別表第２（第 7 条関係） 

幹事長 危機管理室長

幹 事 総務部多様性社会推進課長

危機管理室防災課長

危機管理室危機管理課長

危機管理室生活安全担当副参事

地域振興部地域振興課長

地域振興部産業振興課長

健康福祉部健康福祉課長

健康福祉部高齢福祉課長

健康福祉部長寿支援課長

健康福祉部障害福祉課長

まちづくり部建築課長

土木部道路公園課長

教育振興部学校改築施設管理課長

教育振興部生涯学習・学校地域連携課長

教育振興部教育指導課長

子ども未来部子どもわくわく課長

子ども未来部保育課長

子ども未来部子ども家庭支援センター所長

滝野川警察署生活安全課長

王子警察署生活安全課長

赤羽警察署生活安全課長

王子消防署地域防災担当課長

委 員 長 区の代表者（危機管理室長）

副委員長 警察署の代表者

委 員 防犯協会の代表者

町会・自治会の代表者

商店街の代表者

PTA の代表者 
青少年地区協議会の代表者

民生委員の代表者

消防署の代表者
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 （幹事会）

第７条 委員会の審議に必要な事項について調査研究するため、委員会の下に東京

都北区生活安全推進プラン検討委員会幹事会（以下「幹事会」という。）を置く。

２ 幹事会の幹事長は、危機管理室長をもって充てる。

３ 幹事会の幹事長は、幹事会を招集し、会務を総理する。

４ 幹事会の構成員は、別表第２に掲げる職にある者をもって充てる。

５ 幹事長は、必要と認めるときは、幹事会の会議に前項に掲げる幹事以外の者を

出席させることができる。

 （庶務）

第８条 委員会及び幹事会の庶務は、危機管理室危機管理課が行う。

 （委任）

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は危機管

理室長が定める。

付 則

この要綱は、平成１９年４月１０日から施行する。

 付 則（平成２６年４月８日副区長専決２６北危危第１０３０号）

この要綱は、平成２６年５月１日から施行する。

 付 則

 この要綱は、平成２６年７月１６日から施行する。

付 則

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。

付 則

この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。

別表第１（第 3 条関係） 

別表第２（第 7 条関係） 

幹事長 危機管理室長

幹 事 総務部多様性社会推進課長

危機管理室防災課長

危機管理室危機管理課長

危機管理室生活安全担当副参事

地域振興部地域振興課長

地域振興部産業振興課長

健康福祉部健康福祉課長

健康福祉部高齢福祉課長

健康福祉部長寿支援課長

健康福祉部障害福祉課長

まちづくり部建築課長

土木部道路公園課長

教育振興部学校改築施設管理課長

教育振興部生涯学習・学校地域連携課長

教育振興部教育指導課長

子ども未来部子どもわくわく課長

子ども未来部保育課長

子ども未来部子ども家庭支援センター所長

滝野川警察署生活安全課長

王子警察署生活安全課長

赤羽警察署生活安全課長

王子消防署地域防災担当課長

委 員 長 区の代表者（危機管理室長）

副委員長 警察署の代表者

委 員 防犯協会の代表者

町会・自治会の代表者

商店街の代表者

PTA の代表者 
青少年地区協議会の代表者

民生委員の代表者

消防署の代表者
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平成31年4月1日現在

No. 役　職 氏　　名

1 委　員 防犯協会の代表者 滝野川防犯協会会長 椿　　貴喜

2 委　員 町会・自治会の代表者 北区町会自治会連合会会長 小川　　孝

3 委　員 商店街の代表者 北区商店街連合会会長 尾花　秀雄

4 委　員 青少年地区委員会の代表者 北区青少年地区協議会会長 鈴木　將雄

5 委　員 PTAの代表者 北区小学校PTA連合会副会長 桑田　美佳

6 委　員 民生委員の代表者 北区民生委員・児童委員協議会会長 足立賢一郎

7 委　員 消防署の代表者 王子消防署署長 遠藤　幹雄

8 副委員長 警察署の代表者 王子警察署署長 矢野　　誠

9 委員長 区の代表者 危機管理室長 小宮山庄一

平成31年4月1日現在

No. 役　職 氏　　名

1 幹事長 危機管理室 危機管理室長 小宮山庄一

2 総務部 多様性社会推進課長 茅根　　薫

3 防災課長 伊藤　元司

4 危機管理課長 荻田　浩成

5 生活安全担当副参事 富澤　文彦

6 地域振興課長 関谷　幸子

7 産業振興課長 馬場　秀和

8 健康福祉課長 飯窪　英一

9 高齢福祉課長 岩田　直子

10 長寿支援課長 酒井　史子

11 障害福祉課長 加藤　富男

12 まちづくり部 建築課長 西山　　仁

13 土木部 道路公園課長 杉戸　代作

14 学校改築施設管理課長 鈴木　正彦

15 生涯学習・学校地域連携課長 江田　　譲

16 教育指導課長 山崎　　隆

17 子どもわくわく課長 氏江　　章

18 保育課長 髙木　俊茂

19 子ども家庭支援センター所長 清田　初枝

20 滝野川警察署 生活安全課長 小久江　亮

21 王子警察署 生活安全課長 四ツ倉　努

22 赤羽警察署 生活安全課長 佐藤　　貢

23 王子消防署 地域防災担当課長 近藤　景子

（敬称略）

危機管理室

地域振興部

健康福祉部

教育振興部

子ども未来部

東京都北区生活安全推進プラン検討委員会幹事会　名簿

所 属

幹　事

東京都北区生活安全推進プラン検討委員会　名簿

所 属

（敬称略）

東京都北区生活安全推進協議会

年度 開催日 内 容

平成30年度 平成３１年２月５日 ・北区生活安全推進プラン改定について

令和元年度 令和２年　２月５日 ・東京都北区生活安全推進プラン（案）の審議について

東京都北区生活安全推進プラン検討委員会

回 開催日 内 容

第 １ 回 令和元年　５月３１日
・北区生活安全推進プランについて
・北区生活安全推進プラン改定スケジュール等について
・プラン改定の背景と重点的な取組みについて（案）

第 ２ 回 令和元年   ７月３１日 ・東京都北区生活安全推進プラン（素案）について

第 ３ 回 令和元年１２月１８日
・東京都北区生活安全推進プラン（素案）パブリック

コメント実施結果について
・東京都北区生活安全推進プラン（案）について

東京都北区生活安全推進プラン検討委員会幹事会

回 開催日 内 容

第 １ 回 令和元年　５月１６日
・北区生活安全推進プランについて
・北区生活安全推進プラン改定スケジュール等について
・プラン改定の背景と重点的な取組みについて（案）

第 ２ 回 令和元年　７月２３日 ・東京都北区生活安全推進プラン（素案）について

第 ３ 回 令和元年１２月２５日
・東京都北区生活安全推進プラン（素案）パブリック

コメント実施結果について
・東京都北区生活安全推進プラン（案）について

東京都北区生活安全推進プラン（素案）に関するパブリックコメント実施結果

１．意見提出期間　 令和元年１０月１日（火）～令和元年１０月３１日（木）

２．周 知 方 法　    北区ニュース（10月1日号）、北区ホームページ、区政資料室、

地域振興室、区立図書館、危機管理課

3．意 見 提 出 者　 ０人

東京都北区生活安全推進プラン　改定経過
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平成31年4月1日現在

No. 役　職 氏　　名

1 委　員 防犯協会の代表者 滝野川防犯協会会長 椿　　貴喜

2 委　員 町会・自治会の代表者 北区町会自治会連合会会長 小川　　孝

3 委　員 商店街の代表者 北区商店街連合会会長 尾花　秀雄

4 委　員 青少年地区委員会の代表者 北区青少年地区協議会会長 鈴木　將雄

5 委　員 PTAの代表者 北区小学校PTA連合会副会長 桑田　美佳

6 委　員 民生委員の代表者 北区民生委員・児童委員協議会会長 足立賢一郎

7 委　員 消防署の代表者 王子消防署署長 遠藤　幹雄

8 副委員長 警察署の代表者 王子警察署署長 矢野　　誠

9 委員長 区の代表者 危機管理室長 小宮山庄一

平成31年4月1日現在

No. 役　職 氏　　名

1 幹事長 危機管理室 危機管理室長 小宮山庄一

2 総務部 多様性社会推進課長 茅根　　薫

3 防災課長 伊藤　元司

4 危機管理課長 荻田　浩成

5 生活安全担当副参事 富澤　文彦

6 地域振興課長 関谷　幸子

7 産業振興課長 馬場　秀和

8 健康福祉課長 飯窪　英一

9 高齢福祉課長 岩田　直子

10 長寿支援課長 酒井　史子

11 障害福祉課長 加藤　富男

12 まちづくり部 建築課長 西山　　仁

13 土木部 道路公園課長 杉戸　代作

14 学校改築施設管理課長 鈴木　正彦

15 生涯学習・学校地域連携課長 江田　　譲

16 教育指導課長 山崎　　隆

17 子どもわくわく課長 氏江　　章

18 保育課長 髙木　俊茂

19 子ども家庭支援センター所長 清田　初枝

20 滝野川警察署 生活安全課長 小久江　亮

21 王子警察署 生活安全課長 四ツ倉　努

22 赤羽警察署 生活安全課長 佐藤　　貢

23 王子消防署 地域防災担当課長 近藤　景子

（敬称略）

危機管理室

地域振興部

健康福祉部

教育振興部

子ども未来部

東京都北区生活安全推進プラン検討委員会幹事会　名簿

所 属

幹　事

東京都北区生活安全推進プラン検討委員会　名簿

所 属

（敬称略）

東京都北区生活安全推進協議会

年度 開催日 内 容

平成30年度 平成３１年２月５日 ・北区生活安全推進プラン改定について

令和元年度 令和２年　２月５日 ・東京都北区生活安全推進プラン（案）の審議について

東京都北区生活安全推進プラン検討委員会

回 開催日 内 容

第 １ 回 令和元年　５月３１日
・北区生活安全推進プランについて
・北区生活安全推進プラン改定スケジュール等について
・プラン改定の背景と重点的な取組みについて（案）

第 ２ 回 令和元年   ７月３１日 ・東京都北区生活安全推進プラン（素案）について

第 ３ 回 令和元年１２月１８日
・東京都北区生活安全推進プラン（素案）パブリック

コメント実施結果について
・東京都北区生活安全推進プラン（案）について

東京都北区生活安全推進プラン検討委員会幹事会

回 開催日 内 容

第 １ 回 令和元年　５月１６日
・北区生活安全推進プランについて
・北区生活安全推進プラン改定スケジュール等について
・プラン改定の背景と重点的な取組みについて（案）

第 ２ 回 令和元年　７月２３日 ・東京都北区生活安全推進プラン（素案）について

第 ３ 回 令和元年１２月２５日
・東京都北区生活安全推進プラン（素案）パブリック

コメント実施結果について
・東京都北区生活安全推進プラン（案）について

東京都北区生活安全推進プラン（素案）に関するパブリックコメント実施結果

１．意見提出期間　 令和元年１０月１日（火）～令和元年１０月３１日（木）

２．周 知 方 法　    北区ニュース（10月1日号）、北区ホームページ、区政資料室、

地域振興室、区立図書館、危機管理課

3．意 見 提 出 者　 ０人

東京都北区生活安全推進プラン　改定経過
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区 内 火 災 発 生 件 数 

平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 

件   数 100 件 100 件 82 件 105 件 99 件 

焼損床面積 663 ㎡ 427 ㎡ 572 ㎡ 549 ㎡ 548 ㎡ 

焼損表面積 151 ㎡ 468 ㎡ 322 ㎡ 179 ㎡ 220 ㎡ 

死   者 6 名 4 名 3 名 1 名 3 名 

傷   者 14 名 14 名 23 名 25 名 18 名 

 （出典：北区生活安全推進協議会資料「火災発生状況」より作成）

区 内 原 因 別 火 災 発 生 状 況 

平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 

放火（疑いを含む） 31 件 32 件 12 件 20 件 22 件 

た ば こ 21 件 17 件 16 件 26 件 22 件 

ガステーブル等 
（使用放火含む） 

7 件 16 件 17 件 13 件 7 件 

大型ガスこんろ 0 件 4 件 0 件 3 件 3 件 

電気ストーブ 1 件 1 件 3 件 2 件 5 件 

（出典：北区生活安全推進協議会資料「火災発生状況」より作成）

令和元年12月末現在

地　区 台 数 小 計 合 計

76
37
7
33
35
27
4
20
44
33
48
22
13
75
69
81
42
72
55

令和元年12月末現在

地　区 台 数 小 計 合 計

10
3
15
28
6
34
6
4
6
16
38
6
6
16
6
6
4
10
5

　(※）設置予定を含む

地　域　振　興　室

地域振興室管内別防犯カメラ設置台数

商店街防犯カメラ設置台数

793

  　 滝 野 川 東    地  域  振  興  室

 　  西 ケ 原 東    地  域  振  興  室

  　 昭　 和　 町　  地  域  振  興  室

  　 田       　端　  地  域  振  興  室

   　東   田   端　  地  域  振  興  室

225

　 　十   条   台    地  域  振  興  室

　　 王 　      子　  地  域  振  興  室

　　 豊         島　  地  域  振  興  室

   　十       　条  　地  域  振  興  室

  　 東   十   条 　 地  域  振  興  室

  　 堀       　船　  地  域  振  興  室

  　 神       　谷　  地  域  振  興  室

  　 赤   羽   西　  地  域  振  興  室

  　 志       　茂　  地  域  振  興  室

　　滝野川市場通り商店街振興組合

　　きつね塚商店会

　　赤羽一番街商店街振興組合

　　赤羽スズラン通り商店街振興組合

　　豊島中央通り商店街振興組合

　　神谷橋庚申通り商店会

赤　羽

滝野川

112

98

15

　　志茂平和通り商店街

　　赤羽東口京浜通り商店街

　　桐ケ丘商業協同組合

　　赤羽東口駅前商店会

　　浮間銀座商店会

　　ＯＫ横丁商店会

　　十条銀座商店街振興組合

　　十条富士見銀座商店街振興組合

　　森下通り商店会

　　柳小路商店会

　　東十条銀座商店街協同組合

　　東十条商店街振興組合

　　梶原銀座商店街振興組合

王　子 215

赤　羽 184

滝野川 394

 　  赤       　羽　  地  域  振  興  室

 　  赤   羽   北 　 地  域  振  興  室

王　子

商　　店　　街

   　浮       　間 　 地  域  振  興  室

  　 桐   ケ   丘　  地  域  振  興  室

   　滝 野 川 西    地  域  振  興  室
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区 内 火 災 発 生 件 数 

平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 

件   数 100 件 100 件 82 件 105 件 99 件 

焼損床面積 663 ㎡ 427 ㎡ 572 ㎡ 549 ㎡ 548 ㎡ 

焼損表面積 151 ㎡ 468 ㎡ 322 ㎡ 179 ㎡ 220 ㎡ 

死   者 6 名 4 名 3 名 1 名 3 名 

傷   者 14 名 14 名 23 名 25 名 18 名 

 （出典：北区生活安全推進協議会資料「火災発生状況」より作成）

区 内 原 因 別 火 災 発 生 状 況 

平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 

放火（疑いを含む） 31 件 32 件 12 件 20 件 22 件 

た ば こ 21 件 17 件 16 件 26 件 22 件 

ガステーブル等 
（使用放火含む） 

7 件 16 件 17 件 13 件 7 件 

大型ガスこんろ 0 件 4 件 0 件 3 件 3 件 

電気ストーブ 1 件 1 件 3 件 2 件 5 件 

（出典：北区生活安全推進協議会資料「火災発生状況」より作成）

令和元年12月末現在

地　区 台 数 小 計 合 計

76
37
7
33
35
27
4
20
44
33
48
22
13
75
69
81
42
72
55

令和元年12月末現在

地　区 台 数 小 計 合 計

10
3
15
28
6
34
6
4
6
16
38
6
6
16
6
6
4
10
5

　(※）設置予定を含む

地　域　振　興　室

地域振興室管内別防犯カメラ設置台数

商店街防犯カメラ設置台数

793

  　 滝 野 川 東    地  域  振  興  室

 　  西 ケ 原 東    地  域  振  興  室

  　 昭　 和　 町　  地  域  振  興  室

  　 田       　端　  地  域  振  興  室

   　東   田   端　  地  域  振  興  室

225

　 　十   条   台    地  域  振  興  室

　　 王 　      子　  地  域  振  興  室

　　 豊         島　  地  域  振  興  室

   　十       　条  　地  域  振  興  室

  　 東   十   条 　 地  域  振  興  室

  　 堀       　船　  地  域  振  興  室

  　 神       　谷　  地  域  振  興  室

  　 赤   羽   西　  地  域  振  興  室

  　 志       　茂　  地  域  振  興  室

　　滝野川市場通り商店街振興組合

　　きつね塚商店会

　　赤羽一番街商店街振興組合

　　赤羽スズラン通り商店街振興組合

　　豊島中央通り商店街振興組合

　　神谷橋庚申通り商店会

赤　羽

滝野川

112

98

15

　　志茂平和通り商店街

　　赤羽東口京浜通り商店街

　　桐ケ丘商業協同組合

　　赤羽東口駅前商店会

　　浮間銀座商店会

　　ＯＫ横丁商店会

　　十条銀座商店街振興組合

　　十条富士見銀座商店街振興組合

　　森下通り商店会

　　柳小路商店会

　　東十条銀座商店街協同組合

　　東十条商店街振興組合

　　梶原銀座商店街振興組合

王　子 215

赤　羽 184

滝野川 394

 　  赤       　羽　  地  域  振  興  室

 　  赤   羽   北 　 地  域  振  興  室

王　子

商　　店　　街

   　浮       　間 　 地  域  振  興  室

  　 桐   ケ   丘　  地  域  振  興  室

   　滝 野 川 西    地  域  振  興  室
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令和元年12月末現在

No. 団体名 隊員数 No. 団体名 隊員数

1 志茂平和通り商店街 13 41 浮間東町会 22

2 桐ヶ丘中央商店街安全・安心パトロール隊 10 42 西大原自治会 20

3 赤羽南１丁目団地自治会 8 43 飛鳥おやじの会 22

4 赤西５白寿会 24 44 飛鳥中学校ＰＴＡ 8

5 赤羽北１丁目町会 31 45 北区アルム防犯パトロール隊 7

6 獅子の会（豊島町有志） 11 46 北区浮間都営住宅第一自治会 28

7 神谷２丁目北町会 14 47 西ヶ原みんなの公園愛犬クラブ 11

8 神谷（２丁目）南町会 5 48 志茂ふれあいパトロール隊 16

9 上一東友遊会 12 49 西ヶ原南谷戸自治会 12

10 王子アパートマンション防犯協力会 13 50 西ヶ原三和自治会 31

11 諏訪自治会 16 51 西ヶ原東部自治会 14

12 アクトピア北赤羽自治会 6 52 王子リトルフォックス（王子警察署少年柔剣道クラブ） 41

13 地域ひまわり隊 16 53 赤羽警察署少年柔剣道クラブ 56

14 堀船２丁目町会 13 54 済美寿会 18

15 公社堀船住宅自治会 16 55 滝野川済美自治会 17

16 桐ヶ丘団地西地区自治会 12 56 八幡自治老人クラブ もも寿会 5

17 西地区クラブ（２７分署）(桐ヶ丘２７号棟自治会） 8 57 谷端小学校子ども会安全ボランティア 9

18 桐友会 20 58 豊川保育園おやじの会 12

19 エステートパトロール 14 59 滝野川新西自治会 27

20 栄町シニアクラブ、青空パトロール隊 21 60 王子本町自治会 31

21 チーム火の用心 21 61 志茂一丁目自治会 15

22 社団法人隊友会北支部 15 62 ㈱ジャストプレゼンテーション 20

23 ＪＹＵＪＹＯ ＴＯＷＮ ＧＵＡＲＤ（ＪＴＧ） 5 63 宮元自治会法人 6

24 赤羽台四丁目団地自治会子供会 10 64 滝野川上町親和会 24

25 リレント赤羽ＰＧ 9 65 飛鳥山自治会 25

26 緑ヶ丘自治会 6 66 東大原自治会 5

27 桐ヶ丘西地区自治会第二グループ 13 67 西ヶ原西部自治会 23

28 アクトピア北赤羽壱番館・六番館　合同パトロール隊 17 68 西ヶ原上町自治会 26

29 桐ヶ丘団地東地区自治会 10 69 馬場自治会安・安パトロール隊 48

30 赤西小スクールガード 11 70 二本榎自治会 10

31 神谷連合町会（神一安全パトロール） 31 合　　　計 1,190

32 北区豊島五丁目団地自治会（ＴＯＹＯ５） 25

33 桐ヶ丘Ｎ地区第二自治会 11 【加入要件】

34 シニアクラブ赤羽北二寿会・防犯パトロール隊 9 (1) 区内に在住・在職・在学している5名以上の方々で構成

35 栄町親和会 15 されるグループであること。

36 西が丘自治会安全・安心ネットワークパトロール隊 22 (2) 警察や防犯協会などに登録を行っていないこと。

37 西ヶ原西谷戸自治会 5 (3) 加入申請書、名簿の提出が可能なグループであること。

38 東京メガシティ自治会 23 (4) 原則として月1回以上の定期的な防犯活動の実施が

39 西が丘三丁目自治会 30 可能なグループであること。

40 浮間東パトロール隊 10

北区安全・安心ネットワーク　防犯ボランティアパトロール隊

警　察　署

王 子　  １ ～ ６ 丁目(※)

豊 島  　１ ～ ８ 丁目

堀 船  　１ ～ ４ 丁目

東   十   条　  １ ～ ６ 丁目

王 子 本 町  　１ ～ ３ 丁目

岸 町  　１ ・ ２ 丁目

中　 十　 条　  １ ～ ４ 丁目

十　 条　 台　  １ ・ ２ 丁目

十 条 仲 原  　１ ～ ４ 丁目

上　 十　 条　  １ ～ ５ 丁目

神 谷　  １ ～ ３ 丁目

赤 羽  　１ ～ ３ 丁目

西 　が 　丘　  １ ～ ３ 丁目

赤 　羽 　西　  １ ～ ６ 丁目

志 茂  　１ ～ ５ 丁目

岩 　淵 　町

赤   羽 　台  　１ ～ ４ 丁目

赤　 羽　 南    １ ～ ２ 丁目

赤　 羽 　北  　１ ～ ３ 丁目

浮 間    １ ～ ５ 丁目

桐　 ケ　 丘　  １ ～ ２ 丁目

滝　 野   川    １ ～ ７ 丁目

西 　ケ 　原  　１ ～ ４ 丁目

栄 町

上　 中　 里　  １ ～ ３ 丁目

中 里　  １ ～ ３ 丁目

昭　 和 　町　  １ ～ ３ 丁目

田 端 新 町　  １ ～ ３ 丁目

東　 田　 端　  １ ・ ２ 丁目

田 端　  １ ～ ６ 丁目

　　（※）飛鳥山公園地は滝野川警察署が管轄

区 内 警 察 署 管 轄 区 域

王 子 警 察 署

3911-0110(代)

赤 羽 警 察 署

3903-0110(代)

滝 野 川 警 察 署

3940-0110(代)

町　丁　目　名
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令和元年12月末現在

No. 団体名 隊員数 No. 団体名 隊員数

1 志茂平和通り商店街 13 41 浮間東町会 22

2 桐ヶ丘中央商店街安全・安心パトロール隊 10 42 西大原自治会 20

3 赤羽南１丁目団地自治会 8 43 飛鳥おやじの会 22

4 赤西５白寿会 24 44 飛鳥中学校ＰＴＡ 8

5 赤羽北１丁目町会 31 45 北区アルム防犯パトロール隊 7

6 獅子の会（豊島町有志） 11 46 北区浮間都営住宅第一自治会 28

7 神谷２丁目北町会 14 47 西ヶ原みんなの公園愛犬クラブ 11

8 神谷（２丁目）南町会 5 48 志茂ふれあいパトロール隊 16

9 上一東友遊会 12 49 西ヶ原南谷戸自治会 12

10 王子アパートマンション防犯協力会 13 50 西ヶ原三和自治会 31

11 諏訪自治会 16 51 西ヶ原東部自治会 14

12 アクトピア北赤羽自治会 6 52 王子リトルフォックス（王子警察署少年柔剣道クラブ） 41

13 地域ひまわり隊 16 53 赤羽警察署少年柔剣道クラブ 56

14 堀船２丁目町会 13 54 済美寿会 18

15 公社堀船住宅自治会 16 55 滝野川済美自治会 17

16 桐ヶ丘団地西地区自治会 12 56 八幡自治老人クラブ もも寿会 5

17 西地区クラブ（２７分署）(桐ヶ丘２７号棟自治会） 8 57 谷端小学校子ども会安全ボランティア 9

18 桐友会 20 58 豊川保育園おやじの会 12

19 エステートパトロール 14 59 滝野川新西自治会 27

20 栄町シニアクラブ、青空パトロール隊 21 60 王子本町自治会 31

21 チーム火の用心 21 61 志茂一丁目自治会 15

22 社団法人隊友会北支部 15 62 ㈱ジャストプレゼンテーション 20

23 ＪＹＵＪＹＯ ＴＯＷＮ ＧＵＡＲＤ（ＪＴＧ） 5 63 宮元自治会法人 6

24 赤羽台四丁目団地自治会子供会 10 64 滝野川上町親和会 24

25 リレント赤羽ＰＧ 9 65 飛鳥山自治会 25

26 緑ヶ丘自治会 6 66 東大原自治会 5

27 桐ヶ丘西地区自治会第二グループ 13 67 西ヶ原西部自治会 23

28 アクトピア北赤羽壱番館・六番館　合同パトロール隊 17 68 西ヶ原上町自治会 26

29 桐ヶ丘団地東地区自治会 10 69 馬場自治会安・安パトロール隊 48

30 赤西小スクールガード 11 70 二本榎自治会 10

31 神谷連合町会（神一安全パトロール） 31 合　　　計 1,190

32 北区豊島五丁目団地自治会（ＴＯＹＯ５） 25

33 桐ヶ丘Ｎ地区第二自治会 11 【加入要件】

34 シニアクラブ赤羽北二寿会・防犯パトロール隊 9 (1) 区内に在住・在職・在学している5名以上の方々で構成

35 栄町親和会 15 されるグループであること。

36 西が丘自治会安全・安心ネットワークパトロール隊 22 (2) 警察や防犯協会などに登録を行っていないこと。

37 西ヶ原西谷戸自治会 5 (3) 加入申請書、名簿の提出が可能なグループであること。

38 東京メガシティ自治会 23 (4) 原則として月1回以上の定期的な防犯活動の実施が

39 西が丘三丁目自治会 30 可能なグループであること。

40 浮間東パトロール隊 10

北区安全・安心ネットワーク　防犯ボランティアパトロール隊

警　察　署

王 子　  １ ～ ６ 丁目(※)

豊 島  　１ ～ ８ 丁目

堀 船  　１ ～ ４ 丁目

東   十   条　  １ ～ ６ 丁目

王 子 本 町  　１ ～ ３ 丁目

岸 町  　１ ・ ２ 丁目

中　 十　 条　  １ ～ ４ 丁目

十　 条　 台　  １ ・ ２ 丁目

十 条 仲 原  　１ ～ ４ 丁目

上　 十　 条　  １ ～ ５ 丁目

神 谷　  １ ～ ３ 丁目

赤 羽  　１ ～ ３ 丁目

西 　が 　丘　  １ ～ ３ 丁目

赤 　羽 　西　  １ ～ ６ 丁目

志 茂  　１ ～ ５ 丁目

岩 　淵 　町

赤   羽 　台  　１ ～ ４ 丁目

赤　 羽　 南    １ ～ ２ 丁目

赤　 羽 　北  　１ ～ ３ 丁目

浮 間    １ ～ ５ 丁目

桐　 ケ　 丘　  １ ～ ２ 丁目

滝　 野   川    １ ～ ７ 丁目

西 　ケ 　原  　１ ～ ４ 丁目

栄 町

上　 中　 里　  １ ～ ３ 丁目

中 里　  １ ～ ３ 丁目

昭　 和 　町　  １ ～ ３ 丁目

田 端 新 町　  １ ～ ３ 丁目

東　 田　 端　  １ ・ ２ 丁目

田 端　  １ ～ ６ 丁目

　　（※）飛鳥山公園地は滝野川警察署が管轄

区 内 警 察 署 管 轄 区 域

王 子 警 察 署

3911-0110(代)

赤 羽 警 察 署

3903-0110(代)

滝 野 川 警 察 署

3940-0110(代)

町　丁　目　名
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出 張 所

　　王子１～６丁目、豊島１～８丁目、堀船１～４丁目

十 条 出 張 所
　　王子本町１～３丁目、十条台１～２丁目、岸町１・２丁目、
　　十条仲原１・２丁目、中十条１～３丁目、上十条１～４丁目

東十条出張所
　　東十条１～６丁目、十条仲原３～４丁目、中十条４丁目、
　　上十条５丁目

　　赤羽１～３丁目、赤羽南１・２丁目、岩淵町、神谷１～３丁目

志 茂 出 張 所 　　志茂１～５丁目

浮 間 出 張 所 　　浮間１～５丁目

西が丘出張所
　　赤羽西１～４丁目、同５丁目１・２番、同６丁目、
  　西が丘１～３丁目

赤羽台出張所
　　赤羽台１～４丁目、赤羽西５丁目３番～１２番、
　　桐ヶ丘１～２丁目、赤羽北１～３丁目

　　西ヶ原１～４丁目、中里１～３丁目、田端１～６丁目、
　　上中里１丁目

三軒家出張所 　　滝野川１～７丁目

田 端 出 張 所
　　田端新町１～３丁目、東田端１・２丁目、上中里２・３丁目、
　　昭和町１～３丁目、栄町

滝 野 川 消 防 署

3916-0119(代)

管　轄　区　域

区 内 消 防 署 管 轄 区 域

王 子 消 防 署

3927-0119(代)

消 防 署

赤 羽 消 防 署

3902-0119(代)






